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令和７年度 竜王町教育委員会の権限に属する事務の管理および執行状況の 

点検および評価にかかる報告書 

 

竜王町教育委員会 

 教育長 甲津 和寿 

 

１ はじめに 

竜王町教育委員会では、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、毎年

５月から８月の間に前年度における教育委員会の権限に属する事務の管理および執行状

況の点検および評価を実施しています。 

そして、その点検および評価結果をとりまとめ、９月定例議会中に議会に報告すると

ともに、町ホームページ等を活用して住民の皆様に公表するとの方針を定めています。 

このことを踏まえ、令和６年度教育委員会活動をはじめとする「令和６年度竜王町教

育行政基本方針」に基づく事務について、点検および評価を実施しましたので、ここに

報告いたします。 

 

２ 具体的な取組の経過 

(1) 竜王町教育委員会事務点検および評価要領に定める一次評価の実施説明会 

教育委員会事務局所属長対象 ４月 24 日（木）開催 

・一次評価および二次評価等の要領説明と一次評価に関しての説明 

・竜王町教育委員会事務点検および評価要領の定めにより、教育委員会の各部署に

おいて一次評価を実施（令和６年度教育行政基本方針の項目ごとに評価） 

期間：４月 25 日（金）～５月 15 日（木） 

(2) 一次評価の集約 

・教育委員会各部署での一次評価について、教育総務課にて集約を行い、一次評価の

全体調整を実施 

期間：５月 16 日（金）～５月 30 日（金） 

(3) ５月定例教育委員会 ５月 30 日（金）開催 

・令和７年度 事務評価にかかる事務日程の説明 

(4) 一次評価の調整会議 
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教育委員会事務局所属長対象 ６月 17 日（火）開催 

・一次評価に関しての調整 

(5) ６月定例教育委員会 ６月 23 日（月）開催 

・一次評価（案）の結果概要説明と一次評価に対する意見交換の上、教育委員会とし

て一次評価の精査 

(6) 教育委員による一次評価にかかる意見の集約 

・一次評価（案）に対する意見集約 

期間：６月 24 日（火）～７月２日（火） 

(7) 二次評価のための資料送付 ６月 24 日（火） 

・評価委員４名に対して、「教育委員会の活動」、「教育委員会が管理・執行する事務」

および「教育委員会が管理執行を教育長に委任する事務」の３項目にかかる一次評

価結果（案）を送付し、個々の評価委員から二次評価にかかる意見を事前にまとめ

ていただくよう依頼 

 (8) 第１回竜王町教育委員会事務評価委員会 ７月２日（水）開催 

・評価委員名簿（任期：令和７年４月１日から２年間） 

氏 名 所属等 

大谷五十二 
小学校英語教育学会（JES）理事 

びわこ学院大学非常勤講師 

飯 村   悟 竜王町社会教育委員の会議長 

今 宿 綾 子 前日野町教育委員会教育長 

田 中   満 国立大学法人滋賀大学教育学部准教授 

・一次評価（案）に対する各所属長からの説明およびそれに対する質疑応答、併せて

評価委員による一次評価（案）に対する意見について協議。その後、個々の評価委

員に二次評価にかかる項目別評価を記入していただくように依頼 

(9) 二次評価の集約 

・４名の評価委員から寄せられた二次評価にかかる項目別の評価を評価委員会委員

長と協議検討し、二次評価総括（案）としてまとめる。 

期間：７月 14 日（月）～７月 22 日（火） 

(10) 二次評価決定のための資料送付 ７月 23 日（水） 

・評価委員４名に対して、二次評価総括（案）を送付し、二次評価決定にかかる意見



3 

を事前にまとめていただくよう依頼 

(11) ７月定例教育委員会 ７月 31 日（木）開催 

・教育委員からの意見に対する対応の報告を行うとともに、５年間の総括と総括を

踏まえた今後の重点取組事項 10 について説明 

(12) 第２回竜王町教育委員会事務評価委員会 ８月１日（金）開催 

・二次評価総括（案）について協議していただき、評価委員としての二次評価を決定 

・５年間の総括と総括を踏まえた今後の重点取組事項 10 について説明 

(13) ８月定例教育委員会 ８月 22 日（金）開催 

・評価委員からの「令和７年度竜王町教育委員会事務評価にかかる二次評価につい

て」の報告を受け、議会への報告要領および住民への公表方法等について審議決定 

・９月定例議会の教育民生常任委員会において説明することについて承認を得る。 

 

３ 評価を終えて   

事務事業評価に係る外部委員については、令和６年度末をもって任期満了となったこ

とから、前期に引き続き４名の方にお願いし委嘱しました。 

評価の実施については、「竜王町教育委員会事務点検および評価要領」に従い、教育委

員会の承認を経て実施しました。 

一次評価は、昨年度と同様Ｓ評価を最上位として位置付け、以下Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄで評

価しました。具体的に掲げた目標数値が達成できたか、計画していた事業等にしっかり

取り組めたかについて評価のレベル感に対するベクトルを合わせて評価するように内部

協議を重ねてきました。 

また、模範となる取組や数値として結果が出ているようであればＳ評価にする、さら

には、Ａ評価であっても更なる高みをめざす項目については、工夫や改善点を記載する

とともにＢ評価以下とした項目については、検討すべき改善点等を記載するように努め

ました。 

その結果、今年度Ｓと一次評価した項目は、以下の２項目でした。 

① 家庭・地域との連携・協働による学校教育の推進 

各校園の運営協議会と地域学校協働本部とが連携した取組を行った。特に、竜王小

学校では、地域学校協働本部の協力のもと、クラブ活動に地域指導者を招聘し、運動

系クラブおよび文科系クラブ共に児童に指導していただく取組を、竜王西小学校で
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は、学校運営協議会室（結ルーム）を確保し、「ふるさと学習推進プロジェクト～地

域（ふるさと）を語れる子に～」の取組を、竜王中学校では、学校運営協議会による

「土曜塾」への参画や職業体験による企業との連携支援、「早寝早起き朝ごはん推進

校事業」と呼応した取組を、こども園では、小学校のふるさと学習につながるよう

「地域のお散歩マップ」を作成するとともに鏡山登山の見守り活動の取組を行った。 

② 食育の充実と安全安心で特色ある学校給食の推進 

栄養教諭および栄養士の専門的知識を活かし、各校園と連携して、学級活動や教科

における食育指導、食に関する授業を計画的に行うとともに、地域の郷土料理、行事

食を積極的に献立に取り入れたり、竜王産の米や野菜等を積極的に提供したりする

ことで、子どもたちの食べ物や食に関する感謝の心を育み、健全な食生活、健康への

関心を高めた。 

また、令和６年度から子育て世帯の経済的支援のため、小中学生の給食費無償化を

実施した。 

 

一次評価のＳ評価は２項目、率にして４％、Ａ評価は 27 項目、率にして 54％、Ｂ評価

は 21 項目、率にして 42％、Ｃ、Ｄ評価はありませんでした。 

以上のようなことを踏まえて評価委員の皆様からは、適切に一次評価ができていると

認めていただいた上で、二次評価をしていただきました。 

二次評価は、４名の評価委員の皆様に一次評価を踏まえ、一次評価と同じ小項目ごと

に評価していただくこととし、２回にわたっての協議を踏まえ、最終的に二次評価を決

定していただきました。 

二次評価をしていただいた結果、Ｓ評価は２項目、率にして４％、Ａ評価は 29 項目、

率にして 58％、Ｂ評価が 19 項目、率にして 38％、Ｃ、Ｄ評価はありませんでした。 

今後に向けて、評価委員から以下の意見や提言をいただきました。 

① 中学校の英語教育について、他の教科を英語で行うなど手法はあるが、一気にす

るのではなく、３年計画、５年計画で行い、実績を積み上げられたい。竜王町の子

どもたちは小学校の積み上げがあるから、期待に応えてくれると思う。 

② 地域と学校、首長と教育委員、それぞれ一方向でなく双方 Win-Win の関係が随所

に見られるため、取組を継続されたい。 

③ 夢と志を持つことは大きな力となることから、「夢と志プロジェクト」を通して
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子どもたちにとって何か刺激になること、プラスになることの取組をされたい。 

④ 「竜王ならではの取組」は、一番の売りであることから、取組を継続されたい。 

⑤ 教職員と教育長や教育委員会事務局との近さを活用し、教職員のモチベーション

管理に努められたい。 

⑥ 竜王町の子どもたちは、基礎学力が付いてきていることを踏まえ、次に「自らが

学ぶ力」を付け、伸びていって欲しい。 

今回の一次評価および二次評価の結果や評価委員からの意見、提言について、すぐに

でも取り組めることについては、早速、「令和７年度の事務点検・評価を踏まえた令和７

年度下半期および令和８年度重点改善項目と主な改善点」として項目別にまとめるとと

もに、今年度下半期さらには来年度の取組にもしっかりと生かして行きたいと思います。 

また、令和６年度事業の評価を含めて過去５年間（令和２年度事業から令和６年度事

業）の評価報告書を基に、この５年間の主な成果と課題を整理し、今後一層注力してい

く 10 項目を掲げました。この 10 項目については、町教育委員会として特に意識しなが

ら学校園、学校給食センター、公民館、図書館、社会教育関係機関・団体と連携を密に

して、継続して取り組んでいきたいと思います。 

結びに、本点検および評価をＰＤＣＡサイクルの重要なチェック（評価）の機会と捉

え、竜王町教育の更なる充実、発展をめざしてアクション（改善）に努め、「キラリと光

る教育で竜王の人づくり・まちづくり」に邁進してまいります。 
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一次評価 

 

教育委員会の活動 

項 目 小項目 評価 点検・評価（記述） 

１ 教育委員会

の会議 

(1) 会議の回

数 

(教育総務課) 

Ａ 

(Ａ) 

・令和６年度は、規則に定めるとおり毎月１回、計12回の

定例会を開催できた。また、臨時会も１回開催した。 

・４校園を訪問し、全学級授業、保育の参観、校園長等か

らの説明を受けるとともに、様々な視点から意見交換を

行った。 

・その他、各種式典や行事・研修会に出席できた。 

(2) 会議の運

営上の工夫 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・付議内容を事前に周知できた。 

・委員の日程調整に苦慮したため、早期に会議日時を調整

し欠席が無いように工夫したい。 

２ 教育委員会の

会議の公開､保

護者や地域住

民への情報発

信 

(3) 傍聴者の

状況 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・町のホームページを活用し開催日等を周知し、８月定例

会では３名の傍聴者があった。今後において、傍聴して

もらえるための周知・啓発等の工夫検討を行う必要があ

る。 

(4) 公開・広

報・公聴 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・公開、公聴については、会議の開催日、場所を町ホーム

ページに掲載し、開かれた委員会づくりに努めた。 

・教育委員会の事務点検評価を町ホームページに掲載し教

育の方針や成果・課題等を広く住民に周知できた。 

  教育委員会の会議に関する町ホームページ閲覧数 

   令和６年度 762件（前年度比38％増） 

３ 教育委員会

と事務局との

連携 

(5) 委員と事

務局との連

携 

(教育総務課) 

Ａ 

(Ａ) 

・定例会に加え委員と事務局は、随時連絡を取り合い情報

共有も含めた連携をとりながら円滑な委員活動に努め

られた。 

４ 教育委員会

と首長との連

携 

(6) 総合教育

会議の開催 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ａ) 

・町長から教育長に事務補助を受ける中、年３回の総合教

育会議を開催したが、開催時期が下半期に集中してし

まった。年間を通じて適切な時期に開催できるよう努め

る。 

・年間を通じて「子どもたちの規則正しい生活習慣の定着

とスマホ依存」をテーマとし、会議の継続性・発展性を

より充実させることに努めた。 

  第１回 竜王町教育フォーラムへ参加し、講演を聴く

ことにより、委員各位がスマホ依存問題につ

いて、論点整理する機会とした。 

      演題「基本的生活習慣とスマホ習慣が君たち

の未来を決める」 

令和７年度 令和６年度事業にかかる竜王町教育委員会事務点検および評価シート 

 Ｓ：的確な事業実施がなされ、非常に大きな成果があがっているもの 

 Ａ：適切な事業実施がなされ、十分な成果があがっているもの 

 Ｂ：成果としては良好なものが得られているが、更なる充実が望まれるもの 

 Ｃ：一定の成果をあげているものの、課題もあり検討を加え努力すべきもの 

 Ｄ：成果が乏しく抜本的な見直しとともに、改善が必要なもの 

下段の（）書きは前年度評価  
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講師 国立大学法人 東北大学医学部 

加齢医学研究所 教授 川島隆太氏 
 
第２回 令和６年度テーマ 

    「子どもたちの規則正しい生活習慣の定着とスマ

ホ依存」 

    (1) 子どもたちの現状 

    (2) これまでの取組の振り返り 

    (3) 意見交換 
 
  第３回 (1) 教育フォーラム2024講演概要 

      (2) 教育フォーラムアンケート分析 

      (3) 教育フォーラム2024後の中学生の様子 

      (4) 意見交換 

５ 教育委員の

自己研修 

(7) 研修会の

参加状況 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・県教育委員会や県総合教育センターおよび県町村教育

委員会連絡協議会主催の研修会に参加し、最新の話題か

ら学ぶことで求められる教育委員会活動をめざし研鑽

に努めた。 

・研修への参加がしやすいようにZOOM会議での参加も活用

し積極的に情報収集することで、国や県の動向を町の教

育行政に反映するよう努めた。 

６ 学校および

教育施設に対

する支援・条

件整備 

(8) 学校訪問 

(教育総務課) 

Ａ 

(Ａ) 

・１学期は、各校園の全学級参観後、懇談の場を持った。 

・２学期は、各校園の特色ある取組を参観するため訪問し

た。 

・３学期は、教育委員会議の場に各校園長等を迎え、懇談

の場を持った。 

・各学期の訪問等は、次のテーマを設定し、意見交換を通

して各校の自主性を支援し教職員が意欲的に取り組め

るよう助言を行った。 

 ① 園児、児童、生徒の状況把握と各校園の経営管理計

画について意見交換 

 ② 竜王中学校での輝竜祭、竜王小学校および竜王西小

学校での自主公開アピール事業にかかる研究会・講

演会、竜王こども園での秋まつりに出席した。 

 ③ 各校園の評価を踏まえた今年度の成果と次年度に向

けて意見交換 

(9) 所管施設

の訪問 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・学校給食センターについては、食品衛生上、調理室およ

びアレルギー対応調理室等に入ることはできないが、学

校給食運営委員会等に委員が出席し、学校給食の現状把

握に努めた。 

 

教育委員会が管理・執行する事務 

項 目 小項目 評価 点検・評価（記述） 

１ 教育行政の運営に関する基

本方針を定めること。（教育大

綱を定めること。） 

(教育総務課) 

Ａ 

(Ａ) 

・令和６年度の教育行政基本方針を教育大綱として位置付

け、目標達成に向けて取り組んだ。 

・外部評価委員からの評価、分析を踏まえた事務点検評価

の結果や事業指標の到達度に基づき、教育行政基本方針

が策定できた。 

・写真や模式図を活用するなどして見やすく分かりやすい
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基本方針が策定できた。 

・ＰＤＣＡサイクルを意識し、毎年、評価・改善・実施を

繰り返すことにより、より一層の充実に努めた。 

２ 教育委員会規則および規程

を制定し、または改廃するこ

と。 

(教育総務課・各所属) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・所管する各種規則等について、現況に合った法令改正等

に伴う所要の整備を行った。（規則：改正１件） 

３ 教育予算その他議会の議決

を経るべき議案の原案を決定

すること。 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・教育施策に関して必要な事項については、議会への上程

前に教育委員に理解を得るための詳細説明と意見を求

めることができた。 

４ 教育委員会の所管に属する

学校その他の教育機関を設置

し、または廃止すること。 

(教育総務課) 

 ・特に新たな設置や廃止をする事項はなかった。 

５ 事務局および教育機関の長

の任免その他に関すること。 

（県費職員は除く） 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・遅延することなく適切に実施できた。 

６ 県費負担に係る校長の任免･

内申（教育長専決事項） 

(学校教育課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・遅延することなく適切に実施できた。 

７ 県費教職員の人事の内申に

関すること。 

（教育長専決事項） 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・校長の具申のもと、学校運営の状況や課題、個々の教職

員の適性などを踏まえた人事異動の内申を行い、適切な

人事異動ができた。 

８ 教委所管の各種委員会の委

員の任免・委嘱 

(教育総務課・各所属) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・所管の各種委員は、知見、経験、実績を踏まえて任命お

よび委嘱を行い、適切に各種事業活動の展開ができた。 

９ 教科用図書の採択の決定に

関すること。 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・令和７年度から使用の中学校教科用図書および小中学校

特別支援学級の一般図書の採択にあたり、５月から滋賀

県第３採択地区において教科用図書選定協議会を設け

適正に調査研究を行った調査資料を基に、教育委員会に

おいて採択した。 

10 通学区域を設定、または解

除すること。 

(教育総務課) 

 

(Ｂ) 

・通学区域の設定、解除についての対応はなかった。 

11 請願、陳情、異議申し立て

に関すること。 

(教育総務課) 

 ・請願、陳情および異議申立への対応が必要な事項はな

かった。 

 

教育委員会が管理執行を教育長に委任する事務 

（教育行政基本方針の重点目標、重点施策に基づく事務） 

項 目 小項目 評価 点検・評価（記述） 

１ たくましく

生き抜く力を

育む小中学校

教育の推進 

(1) 確かな学

力を育む教

育の充実 

 

Ａ 

(Ｂ) 

・完全35人以下学級の実現や少人数指導を実施すること

で、児童、生徒の学力面、生徒指導面できめ細やかな教

育が実現できた。 

・令和６年度の全国学力・学習状況調査について、小学校
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(学校教育課) ６年生は、算数科で計算の求め方や理由を言葉と数を用

いて記述する設問において力を付けてきている。中学校

３年生は、国語科で接続語の意味理解ができており、図

と文を結び付けられている。特に漢字の書き取り問題の

正答率は小中ともに全国を上回っており、徹底反復学習

の取組の成果が表れている。一方、課題としては、文章

を読み取る力や自分の言葉で思いや考えを文章にまと

める力に弱さがある。こういった状況から、小中学校で

は授業改善に向けて、校内研究により力を入れて研修に

取り組むとともに、各校の研究主任を招集して全国学

力・学習状況調査の結果の分析を行い、家庭学習の充実

について研究する部会（H部会）を新たに創設した。 

・両小学校においては、「徹底反復学習（竜王小学校：竜

チャレ、竜王西小学校：脳トレ）」に取り組み、「子ども

たちの集中力の育成と脳の活性化」をめざしながら、基

礎基本の力の定着に全校一丸となって取り組んだ。 

・６月３日に竜王西小学校にて新転任者を対象に研修会を

開催した。モデル学級を参観すると共に、取組の意義や

理念を共有するための協議を行った。長年町内で実践に

携わって来られた町内小学校教頭を講師とし、実践の共

通理解を図った。 

・10月と１月に両小学校において徹底反復学習の効果を測

定した。その結果、漢字の習熟度の平均が、20ポイント

中11.9ポイントから14.7ポイントへと2.8ポイント上昇

したが、目標正答率は90％前後であるため引き続き指導

していく必要がある。 

(2) 社会の変

化を見据え

た新しい学

びの推進 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・町事業「幼小中系統的英語教育推進事業」および県教育

委員会指定の「小学校英語パイオニアプロジェクト事

業」「英語授業改善学校訪問（中学校）」を受け、こども

園小中学校教員が合同で授業参観や研究会を行うこと

で、学習指導要領に基づいた授業づくりについての理解

と教員同士の連携を深めることができた。また、小学校

高学年の英語科および中学年の外国語活動のカリキュ

ラムの充実と、中学校英語科の４技能の総合的な育成や

言語活動の高度化について、関西大学の今井裕之教授や

県教育委員会の指導主事を講師に招いて授業研究会を

実施した。 

・小学校英語専科教員やALT、JTEとの連携による小学校英

語科および外国語活動、中学校英語科との連携による授

業改善に努めた。 

・８月24日に第13回竜王町子ども英語スピーチ大会を開催

した。小学生９人、中学生６人の応募があった。どの児

童生徒も英文を暗唱し、発音や英語特有のリズム等を意

識しながらスピーチをすることができた。また、大会１

週間前からALTやJTE、大学生・社会人２人、高校生１人

が講師となって練習会を開催するなど、地域の人材を発

掘し、多大な協力を得ながら児童生徒の英語力の向上に

努めた。当日の大会のみに終わらず取組過程で参加児童

生徒が自らの成長を実感し、英語に更なる興味関心を持
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つことができる環境づくりをすることができた。今後

は、より多くの児童生徒が参加しやすい大会にしていく

ために、大会の持ち方を検討していく必要がある。 

・10月26日の午前に竜王西小学校希望児童23人、午後には

竜王小学校希望児童24人の参加により「ワールドツアー

in竜王（イングリッシュキャンプ2024）」を開催した。

キャンプには初めて中学生ボランティア12人が参加し、

ALTと協力して児童の活動の支援にあたるなど小中で連

携した取組ができた。 

〇参加児童のアンケート 

・イベントは楽しかったですか？  

強肯定81％（肯定100％） 

・また参加したいですか？ 

 強肯定81％（肯定100％） 

〇参加児童生徒の感想 

「もっと英語を知って、英語だけで話してみたい。」 

「将来いろんな国へ旅行や留学ができるように、もっ

と英語を話せるように頑張りたいです。」 

「自分が５年生のときにアメリカの小学生と話す機

会があって、そこから英語に興味を持ちました。こ

れからもたくさん英語を学びたいです。」（中学生ボ

ランティア） 等 

・11月に両小学校６年生を対象に実施した「幼小中英語学

習に関わるアンケート」において、「あなたは英語が好き

ですか」の項目で「とても思う」の肯定的回答が21％あ

り、目標値の20ポイントを前年度同様に上回った。目標

値に対して、より正確な回答を得るために、アンケート

の設問等を工夫していきたい。 

・中学校のチャレンジウィークについては、令和６年度は

実施時期を１学期の７月初旬に移しての開催となった

が計画どおり実施できた。実施にあたっては実行委員会

を組織し、多くの事業所や店舗の協力を得て計画を進め

るとともに、町や商工会、学校運営協議会等と連携を密

にして、新しい協力企業の発掘などに取り組んだ。面接

練習やマナー講座、企業を招いての講話などの学習を行

い各生徒が発表活動を行った。勤労体験後に行った生徒

の事後アンケートでは、「学習に前向きに取り組んでい

る」と回答した生徒が72％(事前51%)に、また、「不得意

なことや苦手なことでも最後までやり通している」と回

答した生徒が67％(事前41%)に伸びるなど、勤労体験を

きっかけとして学習に意欲的に取り組もうとする生徒

の割合が目標値の72％を超えた。 

・小学校６年生児童を対象に４技能（読む・書く・聞く・

話す）の英語能力を測る「G-Tec」を実施した（３年に１

回実施）。120点満点中、「聞く力」は98.5、「話す力」は

90.4であり、高い数値を維持している。やり取りを中心

にした授業づくりの成果が表れていると考えられる。

「読む力」は77.9であり全国平均88.3と差がある。「書く

力」は91.2であり、前回(100.8)より低下した。文字と音

を一致させたり、多くの情報から必要な語句を抽出した
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りする学習を充実させる必要がある。 

・GIGAスクール構想に基づく教職員のICT活用能力の向上

と授業改善の推進を目的に、学校教育課が中心となって

各校のICT推進リーダーを招集し、各校の連絡調整と校

内研修に向けた情報交換を重ねた。また、タブレット端

末を用いたミニ授業研修を各校で行った。今後は児童、

生徒が自身の学習履歴や成果物を生かして課題解決し

たり、友達と意見を交流する中で新たな発見に結び付け

たりする個別最適な学習や協働的な学習を進めていく。 

・７月４日に本町のI部会および学校教育課員がICT活用に

実績のある長浜市立の小中学校を訪問し、先進地研修を

行った。研修では、授業におけるタブレット端末の効果

的な活用（特にロイロノートの使い方）について学ぶこ

とができた。 

・竜王小学校では、学級会の進め方の型を設け全校で統一

した学級会活動を進めたり、異年齢交流を深める縦割り

活動を行ったりしている。竜王中学校では、輝竜祭にお

いて団独自のダンスを創作するなど、子どもが主体的に

活動に取り組めている。 

(3) 豊かな心

・規範意識

を育む教育

の充実 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・町独自のいじめ・別室対応支援員の配置により、普段の

子どもたちの姿をより丁寧に見とることができ、いじめ

の未然防止・早期発見・組織対応へとつなげることがで

きた。 

・令和５年度に改定した「竜王町いじめ防止基本方針」の

内容を受け、発達支持的生徒指導に基づいた丁寧な対応

について共通理解することができた。このことにより各

校園とも教職員がいじめに対して、アンテナを高く張る

ことで大きな事態となる前に発見・対応に努めることが

できた。 

・生徒指導体制の基本である「報告・連絡・相談」を徹底

し、全教職員が子どもの安心安全を守るための意識を高

く持ち、各校園において未然防止、早期発見、早期対応

に努めた。 

・令和６年度の不登校児童、生徒は、小学校で11人（令和

５年度11人）、中学校では８人（令和５年度16人）となり

小学校では横ばい、中学校では減少した。引き続き家庭

や自立支援課、健康推進課等の関係機関との連携を深め

ながら不登校児童生徒への対応に努めていく。 

・SC、SSWを活用しながら学校と連携して不登校児童、生徒

に対して、継続性のある計画的な取組を進めてきた。担

任や支援者とのかかわりを通じて学校での表情や登校

への意欲などが改善されてきている子どももいた。 

・スマホ等の問題について、各校園でPTAや関係機関と連

携しながら議論を進めるとともに、学年ごとにスマホ教

室等の講座の場を設けるなど継続的な指導に取り組ん

だ。しかし、竜王町の小中学生はスマホ等への依存率が

全国と比しても高い現状があり、子どもの実態に合わせ

たより実効性のある指導とともに講座等を開催してい

くことが必要である。 
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・各校園において、担任だけが問題を抱えるのではなく、

チーム学校園として、学校・学年集団で迅速に対応でき

る組織作りに取り組んだ。 

・定期的に行う児童、生徒に対するアンケートや面談で、

子どもの悩みに気付き素早くチームで対応することが

できた。 

・毎月11日の「人権を確かめ合う日」に併せて、各校園で

工夫した取組が継続できた。 

・竜王中学校の生徒会活動を基盤とした「いじめ撲滅連盟」 

（IBR）では、生徒が主体となり人権宣言を行い、バッジ

を改定するなど、生徒が工夫をしながら活動ができてい

る。 

・小学４年生の総合的な学習の時間には、町社会福祉協議

会の協力を得て、認知症や高齢者理解、点字体験など実

際の体験を通した充実した福祉体験学習ができた。 

・「特別の教科道徳」の時間については、時数を確保し、丁

寧に授業を進めることができた。 

・「将来の夢や目標を持っていますか」の質問に対し、

「当てはまる」と回答した６年生児童の割合は61.3％で

県および全国平均を上回った。また、中学３年生では

27.2％で、県と全国平均ともに下回る結果となった。特

に小学校では、全国平均より0.7ポイント高くなり、当初

目標の「全国平均より0.9ポイント上げる」という目標に

は届かなかったが、僅差であった。小中学校ともに今後

さらに道徳・人権学習を通じて向上心の大切さ、自尊感

情や自己有用感を高める学びの場を多く取り入れてい

くとともに、小学校で地域や町の将来について考える学

習に取り組んだり、中学校で職場体験（チャレンジウィ

ーク）を核として意識高揚を図ったりするなどの取組を

行う。今後も児童生徒が将来をイメージできるキャリア

教育や地域学習を進めていく。 

・中学校１年生生徒を対象に３学期に「夢と志プロジェク

ト」を竜王中学校と協働して開催した。生徒にとって身

近な２名の竜王中学校卒業生のパネルトークを通して、

児童は将来に向けての志や自分の将来のために身に付

けておかなければならない力について気付くことがで

きた。 

(4) 健やかな

体の育成と

体力の向上 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・フッ素洗口による虫歯０（ゼロ）への取組を継続した。

その成果としては、令和６年度はよい歯（虫歯０）の保

有率は園小中学校とも県平均よりも高い結果であった。 

・竜王こども園では、４歳園児および５歳園児の体力づく

りの一環として園内のボルダリングウォールを使った

活動を行った。 

・ドラゴンボルダリングジムにおいて、町内小学校３年生

以上の児童を対象にボルダー体験を実施した。実際に上

ることでスポーツクライミングに対する興味を高める

ことができた。令和７年度に開催の国スポ・障スポへ競

技への関心をもつ上でよい機会となった。 

・園庭での運動遊びに自発的に取り組める環境づくりを行
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い、活動の充実と運動能力の向上に向けて取り組んだ。 

・体力向上の取組を推進し、県「チャレンジランキング」

への参加、運動ドリルの活用、子ども主体による各種ス

ポーツ大会の開催等工夫した活動ができた。 

・運動および体力について、こども園の園児は令和６年度

「幼児の運動能力調査」において、ほぼすべての項目に

おいて県の平均と同程度または上回る結果となった。小

中学校の令和６年度「新体力テスト」において、男子・

女子とも県の平均をおおむね上回っている。 

(5) 個に応じ

た特別支援

教育の充実 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・就学支援委員会を３回開催し、ワーキンググループや小

委員会による園児、児童、生徒の行動観察や答申の作成

および就学相談等を進めることで、保こ小中の切れ目の

ない特別支援の継続と保護者支援を行うことができた。 

・小中学校への町費の学習支援員や低学年支援員の配置に

より、個に応じた支援を行うことができた。 

・特別支援教育コーディネーター研修会、特別支援教育支

援員等研修会において、講師を招いて指導者としての専

門性を高めた。 

(6) 家庭・地

域との連携

・協働によ

る学校教育

の推進 

 

(学校教育課) 

Ｓ 

(Ｓ) 

・竜王小学校では、地域学校協働本部と連携して授業等の

ボランティアや丸付けを行う「はなまる先生」などの様

々な支援が実施されており、地域の方の学校支援の輪が

広がっている。また、定期的に協議会の事務局会議を開

催し、学校や子どもたちによりよい教育環境を整備する

ための話合いを行った。こうした取組について、仙台市

からの行政視察の際に事務局から活動報告を行い高い

評価を得た。 

・竜王小学校では、地域学校協働本部の協力のもと、クラ

ブ活動に地域指導者を招聘し、運動系クラブおよび文化

系クラブ共に児童に指導していただいた。多様なクラブ

を立ち上げられ、児童にとって活動が充実した。教職員

の働き方改革にもつながった。 

・竜王西小学校の学校運営協議会では、「ふるさと学習推

進プロジェクト」が自然や歴史、地理などの部会ごとに

具体的に計画・実行され、「ふるさと学習推進プロジェク

ト～地域（ふるさと）を語れる子に～」の取組を行った。

また、ふるさと学習については学校と学校運営協議会の

役割分担を明確に整理し、学校が行う活動、学校と協議

会が連携して行う活動、協議会が行う活動に分類して活

動した。このことから、活動の指示系統がはっきりし、

教職員にとっても過度の負担のない環境が整った。ま

た、学校運営協議会室（結(ゆい)るーむ）を確保し、日

中に委員が待機・活動できるスペースを確保することが

できた。 

・竜王中学校では、学校運営協議会による土曜塾への参画

や職業体験における企業との連携等の支援、「早寝早起

き朝ごはん」と呼応した取組を継続させるとともに、部

活動の地域展開を念頭に、委員が「部活動部会」を構成

し部活動指導員の配置に向け尽力した。 

・竜王こども園では、園運営協議会が中心となって教職
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員、園児、保護者との信頼関係および保育・教育の質の

向上をめざしている。小学校のふるさと学習につながる

ような「地域のお散歩マップ」を作成したり、鏡山登山

の見守り活動を行ったりするなど、積極的な活動を行う

ことができた。 

・各校園においては、ブログ等による情報発信が充実し、

日々の様子を伝えたり、教育方針や取組について啓発に

努めたりするなど、多くの保護者や地域の方に情報を発

信できた。 

・町ホームページや広報を活用して、可能な限り各校園の

様子や教育委員会の各種事業等を掲載し、地域への周知

に努めた。 

２ 心身の健やか

な成長を保証す

る就学前教育・

保育の推進 

 

(1) 認定こど

も園におけ

る指導の充

実 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・町内保育園・小学校とのアプローチ・スタートカリキュ

ラムの作成と実践による改善等に努め、架け橋期の保

育・教育の充実に向けて取り組んだ。 

・遊びの中で様々な体の動きを経験し、自分なりの目的を

もって楽しみながら取り組める活動を大切に、園での活

動の様子や幼児期の体を使って遊ぶ経験の大切さを保

護者に知らせ、関心を持ってもらえるように工夫した。 

・竜王こども園にALTが訪問し、５歳児は毎月、４歳児はク

ラスごとに隔月、３歳児は学年末に英語体験教室を実施

した。ネイティブスピーカーと英語で触れ合う体験に継

続して取り組み、絵カードを見て色や動物、数などの単

語を言ったり、感情を表す言葉を歌に合わせて全身を

使って表現したりするなど、楽しんで英語と触れ合うこ

とができた。 

(2) 一人ひと

りの園児に

寄り添う教

育・保育の

充実 

 

(学校教育課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・子どもたちが主体的に楽しめる、制作・表現遊びをめざ

して、研究保育４回、事例研修６回を開催し、つながり

のある教育・保育の展開と教材研究（２年次）について

研究した。また、講師を招聘して教材の選び方・活用の

新たな視点を学び保育の充実を図った。昨年度からの研

究成果をもとに実践から次年度以降の保育の充実につ

いて協議を深め教師の実践力向上を図ることができた。 

・就学時期を見通してそれぞれの子どもの発達状況や課題

に沿って随時家庭と連携し、必要に応じて、保護者の不

安や質問に寄り添い、町内外小学校の参観や就学相談、

懇談、養護学校見学等を行い、スムーズな接続に向けた

支援を行った。 

(3) 子育て支

援の充実 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・長時間保育においては、各年齢に教育時間と長時間保育

での子どもの様子を理解して関わる主任教諭を配置し、

教育時間と保育時間をつなぐ連携がきめ細やかにかつ

丁寧に行えた。 

・次年度就園予定児対象の「ちびっこの日」では、未就園

児親子が３歳児の保育を実際に見える環境で保育体験

できるよう内容を工夫して、年間９回実施した。延べ123 

人の参加があり、入園後の生活が具体的にイメージで 

き、入園を楽しみにしてもらうことができた。また、０

歳児から誰でも親子で参加でき集える場となるよう「こ

ども園で遊ぼう」（園開放日）を９回実施し、146人の参
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加があった。竜王こども園を利用して、安心して子ども

を遊ばせることができる場と、親同士の交流ができる場

として、また、町内の子育て支援のセンター的役割とし

て今後も充実を図っていく。 

３ 安全安心で笑

顔があふれ、挨

拶がこだまする

学校・園経営 

(1) 教育施設

および教育

環境の計画

的な整備と

充実 

 

(学校教育課) 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・施設の老朽化や管理不足による学校事故を防ぐため、年

度当初の校園長会や教頭会において、学校安全、防犯、

危機管理等について各校園の課題や対応を共有し、課題

がある場合は早急な対応をとるように指示した。これを

受けて各校園ではPTA有志による高木の伐採や用務員に

よる枝払いなど、落下、倒木、接触によるけがなどの未

然防止に努めた。 

・老朽化に伴う各校園施設の破損や故障に対し、できる限

り予算化して早期修繕を行った。 

・竜王中学校では、プール仕切弁の漏水修繕や技術棟の樋

の修繕等を行った。 

・竜王小学校では、体育館の漏水修繕や遊具修繕等を行っ

た。 

・竜王西小学校では、貯水槽の修繕や遊具修繕等を行っ

た。 

・竜王こども園では、非常用放送設備のアンプ修繕や遊具

修繕等を行った。 

・両小学校および中学校については、建築基準法において

特殊建築物として位置付けられていることから、令和５

年度に実施した定期調査業務に基づく改善箇所につい

ての実施設計業務を委託した。 

・竜王西小学校、竜王中学校のトイレの洋式化に向けて検

討業務を委託した。 

・令和８年度２学期開校をめざす竜王小学校移転新築に向

けて、関係課とともに交流・文教ゾーンにおける施設整

備計画について協議を行った。 

(2) 通学路の

安全確保と

生命尊重に

かかる教育

の充実 

 

(学校教育課) 

(教育総務課) 

Ａ 

(Ｂ) 

・中学校における自転車通学上の安全確保については、毎

年４月に１年生を対象とした交通安全教室を開催し、警

察官による交通法規や通行指導などを行っている。ま

た、地区別集会等で、通学安全上および防犯上危険箇所

等がないかを確認し、教職員および生徒で共有するため

全校集会や学級での啓発を適時行った。この他にも随時

教職員による交通立番、PTAが中心となって朝の挨拶お

よび見守り活動を行っている。また、小学校では、学年

ごとに通学路の歩き方や自転車の乗り方の安全教室等

を実施するとともに交通安全啓発DVD等による学習を進

めた。 

・定例の校園長会、教頭研修会、教務主任等連絡会におい

て、学校園での安全確保に努めるよう指示伝達を行うと

ともに、校園長から安全管理や安全教育、組織としての

取組などを報告してもらい、学校園全体として､学校事

故、交通事故を起こさないための危機管理意識の保持向

上に努めた。 

・スクールガード、子ども110番のおうち等の継続した取

組により、地域ぐるみで子どもたちの安全確保に努め
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た。 

・おうみ通学路交通アドバイザーやスクールガードの皆様

を中心に子どもたちの毎日の通学を見守り、また、危険

箇所点検にも加わっていただき、通学路の安全確保に努

めた。 

・PTA等からの通学路改善要望に対しては、関係各課や県

東近江土木事務所、近江八幡警察署、おうみ通学路交通

アドバイザー等と連携する中、通学路合同点検を実施

し、対応可能なものから逐次改善を行った。今後も連携

しながら可能な対策から講じていく。 

・竜王小学校の移転新築計画に関して、移転後の通学路に

ついて、関係課や滋賀県と連携し、県道小口川守線の綾

戸交差点付近における歩道整備に向けて地権者との折

衝を行った。 

(3) 食育の充

実と安全安

心で特色あ

る学校給食

の推進 

 

(学校給食セ

ンター) 

Ｓ 

(Ａ) 

・学校給食運営委員会を開催し、学校給食事業計画、学校

給食事業特別会計等について審議、助言を仰ぎ、学校給

食センターの適切な運営と施設維持管理に努めた。 

・学校給食衛生管理基準に基づき、食材検査、施設検査を

実施し、調理室天井の穴、手洗い器交換といった指摘事

項に対処した。 

・給食センター職員に大腸菌、ノロウイルスの検便を実施

し、健康管理に努めた。 

・学校給食の提供に際し、異物混入への未然防止と混入時

の原因究明、再発防止に努めた。 

・給食主任会および献立検討委員会を定期的に開催し、給

食主任と協議しながら減塩献立や日常食生活において

不足しがちな食物繊維・カルシウム・鉄分たっぷり献立

を実施するなど栄養価の高い学校給食の提供に努めた。

また、給食献立、ふるさと給食については内外に積極的

に情報発信を行い、町ホームページやSNS等により給食

を通じて町の魅力発信を図ることができた。 

・栄養教諭および栄養士の専門的知識を活かし、各校園と

連携して、学級活動や教科における食育指導、食に関す

る授業を計画的に行うとともに、地域の郷土料理、行事

食を積極的に献立に取り入れるとともに、竜王産の米や

野菜等を積極的に提供することで、子どもたちの食べ物

や食に関する感謝の心を育み、健全な食生活、健康への

関心を高めた。 

・平成15年度３学期からの校園全学級へ炊飯ジャーを運び

入れ、炊き立てあったかごはんの提供を継続した。 

・中学校１年生に給食献立を考案する機会を設け、子ども

たちの給食への関心を高めた。また、栄養教諭、栄養士

と調理師が献立開発に取組、給食提供につなげた。 

・アレルギー対応食調理室を有効に活用し、現職員体制の

下、安全なアレルギー対応食の提供に努めた。 

・令和６年度から子育て世帯の経済的支援のため、小中学

生の給食費無償化を行った。 

・新学校給食センターの移転新築に向けて、他市町施設の

情報収集を行い、教育委員会事務局とともに基本計画策
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定の検討を行った。 

(4) ふれあい

相談発達支

援センター

との連携に

よる相談・

支援の充実 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・ペアレントトレーニングは１人の参加、全３回実施し

た。保護者の就労で参加人数が１名となったことで内容

を一部変更して実施した。家庭教育支援事業の研修会や

親子そだてサロン等については、子育ての不安や悩みを

共有できる場として一定の決まった参加者の利用があ

り、保護者の相談場所として一定の効果がみられた。 

・教育相談主任会を定例で開催し、各校園と自立支援課が

連携し、課題を抱えた子どもの早期発見や早期支援がで

きるように努めた。 

・不登校状態にある児童、生徒の学びの支援と居場所の保

障に向けて、令和６年度より教育支援ルーム『なない

ろ』の運用を開始した。利用児童は４名でそれぞれの

ニーズに応じて支援内容の充実を行った。令和６年度の

実績を活かし更に内容の充実を図っていく。 

・自立支援課との協働で高等学校との連携を強化し、町内

在住生徒の支援を早期に実施することができた。 

４ 子どもの力

を引き出し伸ば

す教職員の指導

力と実践力の向

上 

(1) 教職員一

人ひとりの

教師力、学

校・園全体

の組織力の

向上 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・令和６年度は、「教師力・学校力アップ事業」として、竜

王町教職員研修会を３回実施した。第１回目は、人権を

基盤にした学級づくりや仲間づくりについての学びを

深めた。第２回目は、授業づくり、ICT活用、教育相談、

特別支援教育についての選択研修とし、教職員のニーズ

に基づいた研修を進めることができた。第３回目は、優

秀教職員表彰や実践報告等学校園の取組や活動を評価、

共有し、教職員のモチベーションアップに結び付けるこ

とができた。優秀教職員表彰は地道な努力を重ね優れた

教育活動に取り組む教職員を表彰するもので、令和６年

度は２人の教員を表彰した。 

・町独自の若手教員研修制度を導入し、各校園において概

ね３年次までの若手教員や臨時講師、町費講師の授業力

等、指導力の向上に努めた。改善の方向性を本人だけで

なく管理職等と共有するとともに、互いに授業等を参観

することで若手同士の連携にもつながった。 

・教員の資質向上を図るために、研修機会の連続性や適時

性を踏まえて、町から「学校支援マネージャー（新進教

員指導員）」を学校に派遣し、教職経験の浅い教職員の授

業研修を中心に教師力の向上に努めた。 

(2) 資質向上

をめざす研

究・研修の

充実 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ｂ) 

・町独自の「教育研究奨励事業」では、教職員個々の実践

研究を奨励し、その成果を全体研修で共有することを目

的として教育奨励賞の研究レポートを募集した。一般部

門では認定こども園・小中学校から合わせて５本、新人

部門では小中学校から２本の応募があり、両部門各１人

に奨励賞を授与した。他のレポートも日々の取組や研究

の成果が緻密にまとめられており、事業を通じて教職員

のモチベーションを高めることができた。 

・自主公開アピール事業は、竜王西小学校が６月27日、竜

王中学校が11月７日、竜王小学校が11月20日にそれぞれ

開催し、研究主題に基づいた公開授業を行うとともに、

研究会を開催し授業の振り返りを行った。各校の教職員
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が主体的に学び合う機会となり、授業改善の意欲および

スキル向上に結び付けることができた。町内３校が自主

公開アピール事業に取り組んだことにより、町内教職員

同士の学びが深まった。 

・優秀教職員表彰では、意欲や実践をしっかり検証し、教

職員の地道な教育実践による成果を称えることにより、

教職員の意欲の向上に努めることができた。 

・夏季の教職員全員研修会は、４つの講座を用意し、選択

制による研修会を行うなど、工夫して研修の機会を持つ

ことができた。 

(3) 業務改善

と働き方改

革の推進 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・スクール・サポート・スタッフや竜王中学校の部活動指

導員の活用を継続した。 

・竜王中学校での部活動の地域展開に向けて、地域移行

コーディネーターを中心に改革を進めている。令和６年

度は「部活動地域検討協議会」は４回開催した。学校主

体の部活動から地域連携型で運営・指導を行っていく方

策を検討している。休日の部活動を対象に可能な種目か

ら取組を進めているが、活動受け入れ組織の確保が課題

である。 

・町独自の学校支援マネージャーの活用を継続し、新進教

員や管理職の相談、アドバイスを通じて支援にあたると

ともに、校種間の「報告・連絡・相談」に務めた。 

・令和４年度８月から導入した統合型校務支援システムを

活用し、児童、生徒の出欠記録や学習記録および成績処

理、通知簿作成などを一元化することにより、教職員の

事務作業の軽減につなげることができた。また、更なる

利活用に向けて小中学校と教育委員会間の連携を強化

して行く必要がある。 

・町独自の措置として低学年支援員を配置し、低学年の支

援にあたることで担任の負担軽減および教育活動の充

実に結び付けることができた。 

・令和６年度において、教職員の超過勤務は、月平均で小

学校で33時間54分(R5:37時間20分)、中学校で52時間18

分(R5:50時間30分)であった。小学校で減少、中学校で微

増であった。町教育委員会としては長時間勤務の教職員

に対し、管理職による面談の実施および指導をすること

で、メンタルヘルスや超過勤務の現状把握、改善策など

を提案するよう指示を行った。また、特定の教職員に校

務が偏らないよう、校務分掌のリーダーを複数体制にす

るなどして、負担の軽減を図るようアドバイスしてい

る。 

５ 心豊かでた

くましい青少

年の健全育成 

(1) 青少年活

動の支援と

青少年の健

全育成 

 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ａ) 

・町子ども会連合会および町スポーツ少年団活動等の本部

活動については、必要に応じて適切な指導と助言を行っ

た。 

・町青少年育成町民会議事務局運営を円滑に進めるため、

町青少年育成推進員を継続配置して事業展開に努めた。 

・「第38回少年の主張竜王町大会」では、選考で選ばれた

小学生の部６人、中学生の部８人から「自らへの問

い」、「将来の夢」、「竜王町について」など幅広い分野で
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自らの思いを発表していただいた。子どもたちの思いを

通じて大人としてのあり方を見つめ直すきっかけとな

り、大変有意義な場となった。なお、主張の内容は町

青少年育成町民会議の広報紙により広く住民に発信し

た。 

・登校（園）時の学校園校門での「あいさつ運動」、町内巡

回パトロールを予定通りに取り組んだ。 

・町少年補導員のパトロールを３班体制で通年実施した。 

・近江八幡・竜王少年センター副所長に当町推薦の指導員

１人が配置され、竜王町担当として町内巡回パトロール

や相談業務対応をしたが、相談事案としてはなかった。 

・町内での青少年の触法行動等の大きな問題はなかった。 

・啓発活動として関係機関、各校園と連携し、幼児を対象

とした誘拐防止の人形劇や小学生を対象とした薬物乱

用防止教室を開催した。 

・令和６年度に設立された主に町内出身の大学生で構成さ

れているNPO法人「Lullaby（ララバイ）」については、「

若者の地域貢献」をテーマに活動いただいており、令和

６年度は主に子ども食堂の運営を行っていただいた。議

会議員との懇談会なども開催し、青少年活動の支援の一

翼を担ってもらえる団体となるよう連携を図り、支援に

も努めていきたい。 

(2) 家庭の教

育力向上を

めざす取組

の充実 

 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ａ) 

・令和２年度から国の「早寝早起き朝ごはん」推進校事業

を受ける中、各校園と連携し、家庭の教育力向上に向け

た「就学前から中学生までの成長期に応じての連携を密

にした取組」を進めてきた。令和６年度は推進校事業と

しての指定は受けていないが、自らの未来を確かなもの

にと考え始める中学生に、スマホと学力の関係について

脳科学の視点からしっかり学んでもらうとともに、家庭

でのスマホ習慣を今一度見つめなおしてもらうきっか

けとなるよう、中学生全校生徒を対象に「基本的生活習

慣とスマホ習慣が君たちの未来を決める」と題して、竜

王町教育フォーラム2024を開催した。 

  開催日時 令和６年11月22日（金） 13時15分～ 

  会  場 竜王町中学校体育館 

  講  師 国立大学法人 東北大学医学部 

加齢医学研究所 教授 川島隆太氏 

  参 加 者 竜王中学校全校生徒および教職員 

こども園、保育園、両小学校の関係者、保

護者 約400人 

・令和６年度の教育フォーラムは脳科学の視点から研究

データに基づき、「朝食・読書の重要性」、「スマホの悪影

響」、「アナログ的学習のメリット」などについて講演い

ただいた。講演後のアンケートでは約80％が「現在の生

活を変えたい」との回答であったが、一方で「スマホ時

間を自分で制限できない」との回答も多くあり、

「スマホ依存」の課題を改めて認識させられる結果で

あった。 

・「早寝早起き朝ごはん」の取組については、各校園で継続
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して実施しており、啓発ソングの制作や缶バッジの作成

を行うなど普及啓発に努めた。また、防災行政無線を活

用した啓発や校園では家庭教育支援に係る講演会を実

施するなどした。 

・本取組は啓発活動であり成果を可視化しづらいが、今日

までの取組を継続しつつ、今後も、チラシ等の紙媒体や

講演会等のみならず、「SNSの一層の活用」を始め、啓発

の切り口を工夫した上で、より多くの人にその主旨が届

くよう努める。 

・アウトリーチ型家庭教育支援の取組については、関係

課、関係団体と連携し、家庭教育支援サポーターの校園

への派遣や親子そだてサロン「*tomoni*」の開催、図書

館を活用した「ふらっとスペースYoruca?」（中学生など

の居場所事業）を実施するなど事業の推進に努めた。引

き続き、事業の周知に努めるとともに持続可能な取組と

なるよう協議を重ねていく。 

６ 人生100年時

代、全ての人が

主人公を演じる

生涯学習の推進 

(1) 地域学校

協働本部と

学校運営協

議会の連携

による人材

育成と未来

の学校づく

り・地域づ

くり 

 

(公民館) 

Ａ 

(Ｓ) 

・学校支援地域本部事業から地域学校協働活動推進事業と

変わり、単なる学校園の学習面や生活面への支援活動を

中心にする活動から、支援活動を通しての子どもたちと

ボランティアとの交流や、ボランティアの生きがいの創

出になるとともに、地域の活動にも積極的に参画するこ

とにつながる人材育成にもなっている。 

・令和６年度実績 

＊支援分野（内容） 

行事（託児、絵本貸し出し、ベルマーク集計、花壇整

備、職員現地研修等） 

学習（クラブ活動、家庭科、農園指導、はなまる先

生、本の読み語り、七輪体験、ふるさと学習等) 

＊支援回数     477回（R5・453回） 

＊支援延べ人数 1,425人（R5・1,400人） 

・地域学校協働本部体制は、他市町にはない仕組みであ

り、地域学校協働活動統括推進員を核として、地域学校

協働活動推進員（1＋4人）が５校園の学校運営協議会の

委員に加わることで、協働本部と学校運営協議会の相互

連携を図り、主体的な活動に取り組めるよう努めた。竜

王西小学校では前年度に続いて文化・歴史に触れる地域

学習のためのフィールドワークの実践や、竜王小学校で

は12のクラブ活動への全面的な支援活動をすることが

できた。 

・学校支援活動については、４校園で約40分野での支援を

行った。竜王小学校で取り組んでいる児童の宿題の丸付

けや音読、九九の聞き取りなどを行う「はなまる先生」

は、支援回数は242回、延べ支援人数は302人であった。 

・広報紙「竜王町地域学校協働本部だより」を年２回発行

することによって、町民への活動周知とともに活動参加

への啓発、ボランティアの募集を行った。 

・学校支援ボランティア（地域ボランティア）は、これま

での人生で習得した技術や経験を大いに活用すること

で「自らの生きがい」につなげることができた。一方
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で、地域ボランティアメンバーの高齢化と固定化が危惧

されている。この課題を解決するためには常に新たなボ

ランティアの募集を行い人材の発掘を継続していかな

ければならない。 

(2) 第２期公

民館基本計

画に基づく

取組の促進 

 

(公民館) 

Ａ 

(Ａ) 

・公民館の多様な活動を通して、住民が「つどう」「まな

ぶ」「むすぶ」という場になることに努めるとともに、多

くの人と人とを「つなぐ」「ひろげる」拠点と公民館がな

れるよう、そして、竜王町の人づくりや地域づくりにつ

ながるようスローガンを設定し、各種事業や行事の企画

運営に努めてきた。 

・第２期公民館基本計画に基づく公民館の事業・活動を展

開していくうえで令和16年での具体的な数値目標を設

定した。 

  〇公民館の年間利用者数 

R5年度60,000人 → R16年度70,000人 

  〇自主文化活動グループ 

   R5年度33団体 → R16年度40団体(R6年度34団体) 

・公民館利用者や自主文化活動団体等が､公民館（文化協

会共催等）のイベントや日ごろの練習、創作等に利用で

きる施設として活用いただいた。 

・「ドラゴンカレッジ」の開講 

 20歳以上を対象としたドラゴンカレッジの充実ととも

に自主文化活動団体発足につなげる取組を行った。令和

６年度は、自然探訪講座、まくらめ編み講座、簡単アウ

トドアクッキング講座の３講座を開講した。 

令和６年度実績 

＊ドラゴンカレッジ 

自然探訪講座        ７人 

まくらめ編み講座      12人 

簡単アウトドアクッキング  ４人 

・「漢字能力検定」の実施 

 住民の生涯学習の機会の拡充、子どもたちの学力向上と

客観的評価による向学心の維持・高揚をめざして実施。 

令和６年度実績 

＊漢字能力検定試験  年間２回開催 延べ82人 

・「竜王キッズクラブ」の開講 

 町内小学校児童が、様々な体験や学びを通じて、異年齢

（異学年）および地域の人々との交流を深めることによ

り、仲間づくりと技能向上、何事にも挑戦する勇気を育

むことを目的に開講した。令和６年度はサイエンス、書

道、チャレンジ、ユースブラス（吹奏楽）の４クラブを

開講した。 

令和６年度実績 

＊竜王キッズクラブ 

サイエンスクラブ   18人 

書道クラブ      16人 

チャレンジクラブ   17人 

ユースブラス     14人 

・夏休み「キッズスクール」の開講(20講座23枠) 
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 小学校の長期休業期間（夏休み）に小学校児童を対象に

多種多様な教室を開くことで、一人ひとりの趣味や特技

を伸ばし、可能性を広げるため開講した。 

令和６年度実績 

＊キッズスクール 

   夏休み  12日間（延べ人数）  333人 

・気軽に立ち寄りたくなるような魅力ある公民館づくりの

工夫の一つとして、フリースペース(交流ホールや玄関

ホール等)で、盤ゲームや卓球台、軽スポーツの道具等

(モルックやボッチャ等)の貸し出しもできるようにし

てあり、立ち寄りやすく、交流しやすい環境を整備した。

また、学校園の夏季休業期間から個別活動(学習)スペー

スを７ブース新設し、自習学習や多目的作業の場として

提供してきた。 

令和６年度実績…個別活動(学習)スペース利用者延べ

74名、卓球利用者延べ229名 

(3) 誰もが利

用したくな

る魅力ある

図書館づく

り 

 

(図書館) 

Ａ 

(Ａ) 

「第３期竜王町立図書館基本計画」に基づき、住民に必要

な資料を収集し、提供を行った。 

・令和６年度の個人貸出冊数は96,050冊、住民（令和６年

度末人口11,171人）１人当たりの貸出冊数は8.6冊で、貸

出冊数は、前年度比95.7％となった。 

   貸出総数（目標数値 116,500冊） 

個人    96,050冊 

          団体    7,403冊 

          （うち学校 3,323冊） 

          他図書館へ  365冊 

１人当たりの貸出冊数   8.6冊（前年度8.9冊） 

   図書館来館者数（目標数値35,400人） 

34,358人（前年度35,854人）                                                                                                                                    

・展示コーナーを作品発表や啓発の場として16回活用し

た。作品展示については、図書館ホームページや「と

しょかんだより」の他、各報道機関を通じて積極的に情

報発信した。普段、図書館を利用来館されない方への来

館するきっかけづくりとすることができた。 

・職員による図書のテーマ展示を、館内の各所で随時実施

し、個々の展示については、図書館所蔵の資料を始め町

や各種団体と情報連携し活動成果の展示を行うととも

に取組の啓発パンフレット、ポスターを並べることで、

来館者の関心を惹くよう発信の工夫をした。 

・ライブラリーコンサートやトンボ観察会をはじめ各種事

業を開催し、資料貸出だけではない魅力ある図書館づく

りに努めた。 

・利用者からの資料相談やレファレンスに対応し、必要な

資料について提供できた。 

・図書館ホームページにて、事業の案内や新着書等の情報

を発信するとともに、「としょかんだより」を月１回発行

した。 

・小学校児童向けの「としょかんだより」、また、ティーン

ズ（中・高校生）向けの｢つれづれ通信｣を発行し、児
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童、生徒に図書館利用を呼びかけた。 

・子育て中の保護者をサポートするため、保護者自身が自

分の時間が持てることでリフレッシュでき、子どものた

めの絵本等をじっくり探す時間が持てるよう、第２・４

金曜日に「来館時託児サービス」を実施し、延べ12組の

利用があった。 

・利用のない日の会議室を喫茶しながらの読書、学習等が

可能なフリースペースとして開放を継続した。 

・中学生などの居場所事業として視聴覚室を開放して行う

「ふらっとスペースYoruca?」を、アウトリーチ型家庭教

育支援事業や町内のNPO法人と連携して実施した。学校

園の夏季休業中や冬季休業中には「図書館DE縁日」や「

図書館DEクリスマス」開催し、幼児から中学生まで幅広

い参加を得た。 

・「第４次竜王町子ども読書活動推進計画」に基づき、各校

園への出前貸出を実施した。 

   竜王こども園：延べ155人、155冊（年３回） 

   竜王小学校：延べ221人、393冊（年10回） 

   竜王西小学校：延べ255人、384冊（年11回） 

 また、保育園・認定こども園への出前おはなし会の他、

随時、来館・出前おはなし会を実施した。 

   竜王こども園：年間８回 

   ひまわり保育園・コスモス保育園：毎月１回 

   随時来館・出前おはなし会：６回 

   小学校への出前おはなし会・ブックトーク 

                全学年に年１回ずつ 

・小学生に向けて、学校を通じて「図書館にあったらいい

なと思う本」のアンケートを実施した。その結果を参考

に利用の見込まれる図書を購入し、貸出を行った。 

・竜王小学校、竜王西小学校の学童保育へ、調べ学習に役

立つ本や読み物などの本について団体貸出を行った。 

・学校図書館司書と情報交換を行い、学習に必要な資料を

幅広く用意するため、資料を手配し提供した。自館資料

だけでは足りない場合には、県立図書館の学校図書館支

援用の資料を手配するなど、学校や学校図書館との連携

を図り、子どもたちの「読書の日常化」に努めた。 

・「おはなし会」、「おひざでだっこのおはなし会」を通年実

施した。また、英語ニーズの高まりにより、「英語

DEおはなし会」、「英語DEおひざでだっこのおはなし

会」を実施した（年５回）。 

・10か月の赤ちゃんと保護者に絵本を手渡すことで、絵本

を介して心が触れ合うきっかけを作るとともに、図書館

利用への動機付けとする「ブックスタート事業」の継続

実施に努めた。絵本引換え者38人 

・地域や自治会と連携しての団体貸出について、定期的に

貸出を行う団体が３団体に増えた（令和５年度までは１

団体）。また、高齢者サロンに出前おはなし会を実施した

（１回）。 

・図書館運営における開館時間および開館日の見直しにつ

いては、現人員数での図書館サービスの質の維持、向上
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を第一とし、一旦見送りとした。利用者の利便性を考

え、金曜日の夜間開館は継続して実施する。                                                                

(4) 社会教育

関係団体支

援と人材・

指導者の育

成 

 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ａ) 

・町青年団については、主に公民館交流フロアで活動いた

だいており、社会教育指導員（青年団担当）を継続配置

し支援を行った。令和６年度は町商工会と連携し、小学

生を対象とした職業体験会の開催や環境美化・広報活動

などの社会貢献活動などに取り組んでくれた。しかしな

がら、団員数の増加には繋がっておらず、組織存続が危

ぶまれる状況に変わりはなく、引き続き、団員増に向け

た指導・助言や支援が必要である。 

・社会教育関係団体活動への支援として、12団体に補助金

を交付した。しかしながら、各団体でも会員の減少や役

員の成り手不足の問題から、十分に活動できていない団

体もあり、より一層の組織運営の工夫が求められること

から、所管課として支援や助言を継続して行く必要があ

る。 

・社会教育関係団体への補助金については、一律の交付で

はなく、活動方針や活動計画に基づき交付決定を行うと

ともに活動についての助言等を行った。 

７ 文化芸術の

振興と文化財保

護・活用の充実 

(1) 文化芸術

活動の奨励

と振興 

 

(公民館) 

Ａ 

(Ｓ) 

・アートギャラリーならびにジュニアアートギャラリーの

開催については、多くの自主活動グループや学校園の協

力で11月２日から12月22日までの約２か月間にわたっ

て開催することができた。 

・町文化協会との共催で、２月１日（土）から３月16日（日）

まで、第７回公民館フェスタ～竜王のおひなさん～を開

催。町内外から寄贈いただいた江戸から平成までの豪華

なひな壇飾りや神殿飾り、内裏雛等を多数展示するとと

もに、つるし飾りサークルが制作された多数のつるし雛

を天井から吊るして華やかに装飾した。 

・報道機関に情報発信したことで新聞等に取り上げられ、

町内外から多くの来館者があり、華やかな展示を鑑賞い

ただくことができた。 

・公民館交竜フロア展示ケースを年間通して、月替わりを

原則に多種多様な文化芸術作品や竜王町の文化財等の

展示を行い、町民の文化芸術と文化財への関心を高め、

知識・教養の向上に努めた。令和６年度については竜王

町いろはカルタ原画展や医師中村哲さんパネル展など

13種類の期間展示を実施することができた。 

・しるみる竜王や公民館ホームページ、玄関ロビーのディ

スプレイを活用し、公民館事業やイベント情報を定期的

に発信することにより町民や来館者に対して情報提供

をすることができた。 

(2) 文化財保

存活動の推

進 

 

(生涯学習課) 

Ａ 

(Ａ) 

・国指定文化財（建造物３、美術工芸１）の防火施設維持

管理にかかる費用の一部を助成した。 

 対象：鏡神社・勝手神社・苗村神社・浄満寺 

・ユネスコ無形文化遺産（重要無形民俗文化財）であるケ

ンケト祭保存活動（山之上長刀祭保存会）への活動助成

を行った。 

・国史跡：雪野山古墳、県史跡：オウゴ古墳・雨宮古墳、
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国重文：宝篋印塔、燈篭を包蔵する西光寺跡遺跡の除草

等の環境整備を行った。 

・苗村神社防火施設全面改修に係る助成を行い、防火施設

の充実を行った。３月29日（土）には完工式を実施し、

整備概要の説明や防火施設の試運転を行った。 

・町内を南北に３分割し、文化財巡視員３人が月１回パト

ロールして町内指定文化財の保存状況把握に努めると

ともに、報告に基づき随時通行等に支障を来たす立木伐

採などの対応を行った。 

・文化財防火デーにちなみ、近江八幡消防署と連携し令和

７年１月に町内５社寺の防火施設の点検を実施すると

ともに防火啓発ポスターも５社寺に配付し、防火意識の

高揚に努めた。 

５社寺：苗村神社、鏡神社、勝手神社、浄満寺、龍王寺 

・町土の開発等に伴う文化財保護法および開発にかかる指

導要綱に基づく埋蔵文化財試掘調査を行った。 

 対象：文化財包蔵地内および面積1,000㎡以上での開発

行為 

 対応内訳：試掘６件、立会２件、慎重工事７件。 

・竜王小学校移転新築予定地以外の交流・文教ゾーンの埋

蔵文化財本発掘を４月から11月まで実施した。結果、堀

立柱建物跡や土杭墓や井戸跡などの遺構や平安時代中

期の遺物（緑釉陶器・灰釉陶器・黒色土器 等）を検出。

これを受け、令和６年10月に一般を対象とした現地説明

会を実施し、多くの参加者を得た。 

・竜王町文化財保護審議会を３回開催し、中心核整備事業

に伴う埋蔵文化財発掘調査の成果を報告するとともに、

古文書の町指定有形文化財への指定に向けた助言や令

和８年度から策定予定をしている（仮称）竜王町文化財

保存活用計画について意見交換会を行った。 

(3) 地域の歴

史に親しむ

機会の創出 

 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・りゅうおう歴史文化講座を３回開講した。今年度は中心

核整備事業に係る発掘調査の成果を踏まえた講座も開

講した。 

＊第１回 11月９日（土） 

テーマ：「古代安吉郷の渡来氏族と安吉勝氏－竜王町

勘定海路遺跡出土の墨書土器をめぐって－」 

参加者：36人（町内：23人、県内13人） 

町内参加率は64％ 

＊第２回 11月30日（土） 

テーマ：「滋賀県内の文化財建造物とその保存継承」 

参加者：39人（町内：25人、県内14人） 

町内参加率は64％ 

＊第３回 12月７日（土） 

テーマ：「竜王町の平安時代集落跡を掘る－近江の緑

釉陶器窯周辺における古代末集落の一様

相－」 

参加者：41人（町内：21人、県内20人） 

町内参加率は51％ 

・今年度は３講座で延べ116人の受講があった。 
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全体町内参加率54％。（令和５年度：73％） 

・目標であった、１講座当たり50人の受講には届かなった

ため、引き続き講座の内容や周知方法等について検討し

ていく。 

・児童生徒への啓発活動の展開。 

  夏休み子ども歴史体験学習（キッズスクール） 

弓づくり：10人、勾玉づくり14人 

・広く一般対象に、当町の歴史文化に触れる機会を創出し

た。 

  パネル展示（公民館および図書館：６、12、２月） 

   ６月：新発見！発掘された平安時代の集落跡～勘定

海路遺跡発掘調査速報展～（公民館） 

   12月：竜王町の文化財建造物（公民館） 

令和６年度綾戸地先遺跡発掘調査速報展 

   ２月：令和６年度綾戸地先遺跡発掘調査速報展 

（図書館） 

・現地説明会の実施 

  中心核整備にかかる本発掘調査での成果報告機会 

   10月20日（日）対象：町内外問わず一般 

８ 明るく住み

よいまちづくり

をめざす人権教

育の推進 

(1) 人権尊重

のまちづく

りの推進 

 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・人権教育および啓発の推進に際し、人権教育啓発基本方

針に基づき、特に10の重点的人権課題をバランスよく計

画的に取り上げて取り組むことができた。担当課として

も積極的に他市町の研修会にも参加し、知見を深め、人

権教育の推進に取り組んだ。 

・改定４年目になる人権教育啓発基本方針について、様々

な機会をとらえて周知啓発に努めた。令和７年度は基本

方針の一部改訂を行うとともに、更なる周知啓発に努め

る。 

・人権教育の主管課として、また、人権教育推進協議会事

務局として、未来創造課（人権行政）・商工観光課（企業

内人権）と連携し、地域・企業・各種団体や機関・行

政・各校園を対象に広く学習機会を提供できた。 

(2) 学校・家

庭・地域・

行政の連携

による人権

教育の推進 

 

(生涯学習課) 

Ａ 

(Ａ) 

・人権教育推進協議会の事務局として、協議会の円滑な運

営に努めた。また、自治会と連携し、地区別懇談会や男

女共同参画集会の開催に積極的に取り組んだ。なお、令

和６年度より地区別懇談会とは別に男女共同参画集会

の開催は求めず、３年に一度、男女共同参画をテーマと

した地区別懇談会を開催することとした。 

地区別懇談会・男女共同参画集会 

実施：30自治会、延べ917人参加 

（令和５年度：地区別懇談会 29自治会、延べ907人） 

（令和５年度：男女共同参画集会は単独開催が８自治

       会、延べ165人参加） 

・目標であった32自治会での取組とはならなかったが、各

自治会の人権教育推進員、啓発推進員（町職員）を対象

とした合同研修会を開催し、地区別懇談会の開催を呼び

かけ、自治会としても開催方法について工夫いただいて

いることから、引き続き全自治会での開催をめざす。 

・各種団体の人権研修開催への働きかけや支援にも取り組
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んだ。併せて、各校園とも協力して人権学習機会の提供

に取り組んだ。 

・各種団体の人権研修実施は、17団体中15団体で、前年度

に比べ１団体の増となった。 

・各種研修会への教材提供および講師紹介等の支援や助言

ができた。 

・機関誌「こころ」を発刊し、竜王町人権教育推進協議会

の活動や研修会の情報提供、各校園の人権教育の取組に

ついて掲載し、住民周知に努めた。 

・令和４年度から啓発冊子「しあわせはみんなのねがい」

について、全戸配布を人推協役員と希望者への郵送に変

更した。人権セミナーの講演要旨等についても紹介して

おり、充実した内容となっていることから、全町民が目

にする方法の検討が必要である。 

(3) 人権意識

の高揚に向

けた教育・

啓発の推進 

 

(生涯学習課) 

Ａ 

(Ａ) 

・人権教育および啓発機会の推進に関し、他市町の取組も

参考にしながら、本町に適した取組の方法や内容の質的

向上につなぐべく取り組んだ。 

・「じんけんを考えるみんなのつどい」は、実行委員会を組

織して３回の事前会議と研修会を行い開催した。令和６

年度は講演形式ではなく、一人芝居として実施し大変好

評であった。残念ながら公民館ホールが使用できず、

防災センターでの開催となり、申込みを断るケースも

あった。なお、当日は170人の参加を得た。 

（令和５年度：141人） 

・“人権啓発セミナー”は９月～11月にわたり全５回を開

講した。基本方針の10の人権課題の内、５つの課題で

テーマを設定した。受講延べ人数は424人であった。 

（令和５年度：376人） 

・セミナー５回中、２回については若い世代を含め広く参

加を促すべく土曜日の午前中に開講し、また、平日開講

の時間を昨年度から午後７時30分から午後７時に30分

繰り上げ実施した。 

９ 「する・み

る・ささえる」

豊かなスポーツ

ライフの推進 

 

 

 

(1) 町民の健

康・体力向

上に向けた

スポーツ活

動の推進 

 

(生涯学習課) 

Ａ 

(Ｂ) 

・第２期竜王町スポーツ推進計画の基本理念に掲げる

「『する みる ささえる』スポーツの力でみんながきら

めく輝竜の郷」の実現とまちの活性化の機会として、ま

た、町民がスポーツに親しみ、親睦を深め、健康および

体力の向上を図るという「エンジョイ・スポーツ」の一

環として、６年ぶりに第50回記念町民運動会（ドラゴン

ピック2024）を開催した。 

  開 催 日：10月13日（日）９：00～ 

  会  場：竜王町総合運動公園ドラゴンハット 

  参加者数：延べ約2,000人 

 今回の記念町民運動会は、運動会種目だけでなく、滋賀

国スポの機運醸成を図るため「yokkoさんと一緒にみん

なでシャイン！！」や「メモリアル動画・国スポ動画放

映」、「竜王中学校吹奏楽部の演奏」、「梅花女子大学チア

リーディングのパフォーマンス」等を行い「みる」ス

ポーツへの工夫に取り組んだ。 

・６年ぶりの開催となった町民運動会（ドラゴンピック20
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24）は、全ての自治会には参加いただけなかったが、自

治会、各種団体等に協力いただき盛大に開催できた。 

・総合体育大会をスポーツ協会と共催開催した。また、子

ども会連合会に協力いただき、ドッヂビー大会を開催し

た。 

会場：竜王町総合運動公園 ドラゴンハット他 

６月８日（土）ゲートボール、弓道、ドッヂビー 

６月９日（日）ビーチボール、グラウンド・ゴルフ、 

ゴルフ ※ソフトボールは雨天中止 

参加者：577人  

・2025ドラゴン元旦マラソンを町スポーツ協会と共催開催

した。伝統あるマラソン大会であるが、参加者も減少傾

向にあるため、開催日等も含め今後、検討が必要であ

る。 

  会場：竜王町総合運動公園 ドラゴンハット他 

  １月１日（水）1.0㎞（ジョギング）、1.5㎞、2.0㎞ 

3.0㎞、5.0㎞ 

  参加者：158人 

・町民のスポーツ活動およびレクリエーション活動の場を

提供し健康づくりの支援を行った。 

学校体育施設：目標利用者数 延べ32,000人 

延べ28,933人（令和５年度：30,972人） 

社会体育施設：目標利用者数 延べ5,600人（Ｒ13） 

延べ 5,191人（令和５年度：5,636人） 

・町民運動会や町総合体育大会については、自治会対抗と

いう形で行ってきたが、自治会対抗が難しい状況となっ

ていることから、個人が自由に参加できる事業（イベン

ト）への転換を図っていく必要があるため、引き続き町

スポーツ協会等の関係団体と連携し検討していく。 

・スポーツ活動については、２極化が進んでおり、また個

人についても趣味や関心のあるもののみに取り組む傾

向が強くなってきている。広く町民の方々にスポーツに

親しんでもらえる環境整備、興味を持ってもらえる事業

の展開について関係団体等と検討して行く。 

(2) 健康増進

につながる

運動習慣定

着に向けた

取組の充実 

 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・自治会活動も徐々に再開され、１団体（竜王町子ども会

連合会）、５自治会（西山、鵜川、山面、東出、西川）か

らスポーツ推進員の派遣依頼（出前講座）を受け、ラジ

オ体操やスポーツ推進員考案のストレッチ、ニュース

ポーツの指導等を行った。 

・ラジオ体操の取組を推進するため、夏休みのラジオ体操

の実施について自治会に依頼するとともに、学校等を通

じてラジオ体操カードの配付を行い、併せて各家庭での

実施を促すため、各自治会にチラシを配布するなど啓発

に努めた。 

・好きな時に、好きな場所で実践できる「ウォーキング」

の普及に努め、令和６年度もウォーキング事業“レッ

ツ・エンジョイ・ウォーキング”を実施した。 

目標参加者数：20名（スタッフ除く） 

  第１回 ４月６日（土）（川守・綾戸地先） 
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万葉浪漫コース（約5.5㎞）参加者：10人 

さくらまつりが開催されていた妹背の里を解散場

所とし、参加者にピザのふるまいを行った。 

  第２回 11月23日（土）（東近江市） 

湖東三山 百済寺コース（約6.0㎞）参加者：23人 

 町外コースは人気もあり、参加者も町内より多い傾

向にある。 

・目標とする１回当たりの参加者数20名に第１回目は及ば

なかった。毎年スポーツ推進委員とも協議を行いウォー

キング＋イベントを組み合わせて取り組んでいるが、大

きな増加にはつながらなかった。引き続き実施後のアン

ケート結果や他の団体が実施しているウォーキング事

業等も参考に、より魅力あるウォーキング事業の展開に

努めたい。 

・気軽に無理なく運動習慣を身につけるため、普段運動す

る機会の少ない人を対象に参加しやすい体験型のセミ

ナーを開催した。また、令和６年度は新たにリズムダン

スとヨガのセミナーを実施するとともに実施曜日、時間

についても調整を行った。 

健康体力づくりセミナー 

（リズムダンス）新規 参加者：延べ12人 

   実施日時：12月18日（水）、１月８日（水） 

        １月15日（水） 

２部構成 15:00～16:00、17:00～18:00 

（ＺＵＭＢＡ） 参加者：延べ30人 

   実施日時：１月25日（土）、２月８日（土） 

２月22日（土）中止 19:30～20:30 

  （ヨガ）新規  参加者：延べ47人 

   実施日時：３月３日（月）、３月10日（月） 

        ３月17日（月）13:00～14:00 

・竜王こども園の園児および保護者を対象に幼児期に必要

な多様な動きの獲得や体力・運動能力の基礎を培うとと

もに、次代を担う子どもの体力向上とスポーツ機会の充

実を図るため、家庭でもできる運動遊びを習得し、幼児

の運動の基礎づくりを進め、子どもの体力の向上に努め

た。 

子ども体力向上研修会 

   水 遊 び：<５歳児>７月３日（水） 

<４歳児>７月９日（火） 

<５歳児>７月18日（木） 

<長時間保育>７月30日（火） 

   運動遊び：<３歳児>７月10日（水） 

        <４歳児>11月20日（水） 

(3) 第79回国

民スポーツ

大会に向け

た準備 

 

(生涯学習課) 

Ａ 

(Ａ) 

・滋賀国スポスポーツクライミング競技会の開催に向け、

専門委員会を開催し、各計画および実施要項の策定など

着実に進めとともに策定内容に基づく具体的な取組を

関係団体等と進めた。 

・滋賀国スポ機運醸成、スポーツクライミングの普及啓発

の取組として、 
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①小学３年生から６年生までの全ての児童を対象にボ

ルダー体験会を実施した。 

②中学生を対象としたトップアスリート講話（滋賀県ス

ポーツ協会スポーツクラミング競技特別指導員）を開

催した。（７月10日（水）武道交流会館） 

③中学校アートサイエンス部に依頼し滋賀国スポカウ

ントダウンボード制作を行った。（８月29日（木）開催

400日前イベントとして総合庁舎玄関前ロビーで除幕

式を開催） 

④第50回記念町民運動会（ドラゴンピック2024）におい

て、国スポブース設置および機運醸成プログラムを取

り入れた。 

・滋賀国スポスポーツクライミング競技会の開催成功に向

け、関係団体と連携を密に令和７年６月のリハーサル大

会、10月の本大会の開催に向け更なる取組を進めるとと

もに機運醸成にも努める。 

(4) スポーツ

クライミン

グの選手育

成とドラゴ

ンボルダリ

ングジムの

活用 

 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・地元選出のスポーツクライミング選手の育成を目的とし

た町スポーツクライミング特定強化選手（令和６年度：

５人（継続））の認定を行った。滋賀国スポスポーツクラ

イミング競技会の滋賀県予選会開催１年前となること

から、計画的に練習会を実施するとともに、滋賀県山岳

連盟から指導者を派遣いただき、競技力の向上に努め

た。 

・令和６年４月に開催された、佐賀国スポ滋賀県予選会に

も出場したが、残念ながら成績は振るわなかった。選手

のレベルや会場の雰囲気等を知る機会にはなった。 

・滋賀国スポ機運醸成の取組と併せて各種イベント時での

体験会を開催し施設活用に努めた。 

・オープン時より国スポのスポーツクライミング競技会の

滋賀県予選会会場としても利用いただいており、また、

事業団によるスクール、チャレンジカップの開催等を通

じて施設のＰＲやスポーツクライミングの普及啓発に

努めている。 

(5) 第２期竜

王町スポー

ツ推進計画

の具現化 

 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・「スポーツの日常化、住民の健康・体力の向上」を図るた

め、ウォーキング事業や健康体力づくりセミナー等参加

者の意見も参考とし、内容の充実や実施日、時間帯を工

夫することで運動やスポーツに親しむ機会の提供に努

めた。 

・ターゲット層である40歳代、50歳代が参加できる取組に

ついては、引き続き検討が必要である。 

・令和７年度は滋賀国スポスポーツクライミング競技会の

開催年度である。「みる（観戦・応援）」「ささえる（競技

ボランティア）」ことを通じて、スポーツへの関心を高め

る取組を行っていく。 
  
 

 



 

 

 

 

 

令和 ７ 年度 

 

 

 

 

竜王町事務点検評価に係る二次評価 
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二次評価 
 
 

教育委員会の活動 

項 目 小項目 評価 点検・評価（記述） 

１ 教育委員会

の会議 

(1) 会議の回

数 

(教育総務課) 

Ａ 

(Ａ) 

・教育委員が教育現場に足を運び意見交換をされているこ

とは高く評価できる。 

・会議の回数は適切であり円滑な運営に努められている。 

・４校園を訪問し、授業や意見交換を行ない、教育内容や

子ども達の実態に触れているのは評価できる。 

・毎月１回の定例会開催と４校園を訪問されている。 

・計画通りの定例会および臨時会の開催は適切である。 

(2) 会議の運

営上の工夫 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・付議内容を事前に周知するなど適切に行なわれている。 

・４校園を訪問し意見交換をしているのがよい。 

２ 教育委員会の

会議の公開､保

護者や地域住

民への情報発

信 

(3) 傍聴者の

状況 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・教育委員会に３名の傍聴者があったのは、事務局の取組

の成果だと思われる。 

・ホームページの活用など、周知・啓発の工夫をし、８月

定例会では３名の傍聴者があったことは成果である。 

・定例会において３名の傍聴者があったことは、教育への

町民皆様の関心の高さを示している。 

(4) 公開・広

報・公聴 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ａ) 

・町のホームページにより周知されており、適切である。 

・今後も開催日や主な議題の周知などを通して、開かれた

教育機関として傍聴に応じていくことが大事である。 

３ 教育委員会

と事務局との

連携 

(5) 委員と事

務局との連

携 

(教育総務課) 

Ａ 

(Ａ) 

・円滑な委員活動に努められている。 

・委員と事務局は連携を取り合いながら円滑な活動に努め

ることができている。 

・委員と事務局は、随時情報共有を含めた連携が取られて

いる。 

４ 教育委員会

と首長との連

携 

(6) 総合教育

会議の開催 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ａ) 

・年間を通して同じテーマで竜王の子どもたちを見守って

いこうとする教育委員会の意欲が見える。 

・年３回の総合教育会議を開催し、首長と適切に連携でき

ている。 

・総合教育会議が年間３回開催され、適切に連携されてい

る。 

・教育フォーラムなどにおいてテーマを定め、年間を通し、

継続的・発展的に開催されているのはよい。 

・首長の町の教育に関する思いを聞き取り、教育委員会と

町当局がともに課題を共有できているのは好ましい。 

  

令和７年度 令和６年度事業にかかる竜王町教育委員会事務点検および評価シート 

 Ｓ：的確な事業実施がなされ、非常に大きな成果があがっているもの 

 Ａ：適切な事業実施がなされ、十分な成果があがっているもの 

 Ｂ：成果としては良好なものが得られているが、更なる充実が望まれるもの 

 Ｃ：一定の成果をあげているものの、課題もあり検討を加え努力すべきもの 

 Ｄ：成果が乏しく抜本的な見直しとともに、改善が必要なもの 
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５ 教育委員の

自己研修 

(7) 研修会の

参加状況 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ａ) 

・各種研修会への積極参加を促している。 

・変化の激しい教育改革に対応できるよう、機会を捉えて

意義ある研修を重ねることができている。 

６ 学校および

教育施設に対

する支援・条

件整備 

(8) 学校訪問 

(教育総務課) 

Ａ 

(Ａ) 

・年間を通して教育現場と直接関わり、教員や児童生徒の

姿から教育の課題に向き合おうとする様子がよく分か

る。 

・学期ごとに計画的に校園を訪問し、懇談の場を持ち、子

ども達や教育現場の状況の理解に努めていることは素

晴らしい。 

・学期ごとに各校園を訪問し、学校施設等の環境整備に努

めている。 

(9) 所管施設

の訪問 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・学校給食運営委員会等に出席し、理解を深めていること

はよい。 

・他にも公民館や図書館など、特に学校と関わりの深い所

管施設への訪問も適宜行えるとよい。 

 

教育委員会が管理・執行する事務 

項 目 小項目 評価 点検・評価（記述） 

１ 教育行政の運営に関する基

本方針を定めること。（教育大

綱を定めること。） 

(教育総務課) 

Ａ 

(Ａ) 

・事務点検評価等の結果をＰＤＣＡサイクルに活かし、よ

り充実した教育内容にしようとする姿がよく見える。 

・町の特色、子どもや保護者、地域の実態から、これから

の社会で必要とされるふさわしい方針やめざす姿が示

されている。 

・オンリーワンをめざす様々な取組は、町の課題や実態か

らもふさわしく、継続した取組は自信につながってい

る。 

・町の状況、課題を踏まえた教育行政基本方針が策定され

ている。 

２ 教育委員会規則および規程

を制定し、または改廃するこ

と。 

(教育総務課・各所属) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・適切に行われていると考えられる。 

 

３ 教育予算その他議会の議決

を経るべき議案の原案を決定

すること。 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・適切に行われていると考えられる。 

 

４ 教育委員会の所管に属する

学校その他の教育機関を設置

し、または廃止すること。 

(教育総務課) 

  

５ 事務局および教育機関の長

の任免その他に関すること。 

（県費職員は除く） 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・適切に行われていると考えられる。 

 

６ 県費負担に係る校長の任免･

内申（教育長専決事項） 

(学校教育課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・適切に行われていると考えられる。 
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７ 県費教職員の人事の内申に

関すること。 

（教育長専決事項） 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・校長の具申のもと適切な人事異動に努め、学校の活性化

と総合的な学校力の向上に努められている。 

・適切である。 

８ 教委所管の各種委員会の委

員の任免・委嘱 

(教育総務課・各所属) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・適切に行われていると考えられる。 

 

９ 教科用図書の採択の決定に

関すること。 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・中学校教科用図書および小中学校特別支援学級の一般図

書の採択にあたり、適正に調査研究をされ採択されてい

る。 

・滋賀県第３採択地区教科用図書選定協議会における適正

な調査を基に適正に採択されている。 

・調査研究により作成された資料を基に採択されており、

適切である。 

10 通学区域を設定、または解

除すること。 

(教育総務課) 

  

11 請願、陳情、異議申し立て

に関すること。 

(教育総務課) 

  

 

教育委員会が管理執行を教育長に委任する事務 

（教育行政基本方針の重点目標、重点施策に基づく事務） 

項 目 小項目 評価 点検・評価（記述） 

１ たくましく

生き抜く力を

育む小中学校

教育の推進 

(1) 確かな学

力を育む教

育の充実 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・きめ細やかな教育がされている。 

・全国学力・学習状況調査、小学６年生において算数科で

力を付けてきている。 

・竜王の子どもたちは与えられたドリル等についてはしっ

かりやり切ろうとする気持ちが育っている。 

・竜王方式の教育を継続させるため、新転入教員への研修

会を通して共通理解を図ることは大切な取組である。 

・完全 35 人以下学級の実現や少人数指導の実施により児

童生徒の学力面・生徒指導面できめ細やかな教育が実現

できている。全国学力学習状況調査においても、日々の

教育の成果が見られるのは素晴らしい。 

・これらの成果を検証し、家庭学習部会を新設し、積極的

に取り組めている。 

・継続した取組の成果の上に、更なる充実を図る取組がな

されている。 

・今後も徹底反復学習（基礎学力）に加えて思考力、活用

力、表現力を高める実践を重ねてほしい。 

(2) 社会の変

化を見据え

た新しい学

びの推進 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・これぞ竜王の誇れる取組。 

・積極的な英語教育の施策は評価できる。 

・町事業「幼小中系統的英語教育推進事業」「小学校英語パ

イオニアプロジェクト事業」「英語授業改善学校訪問」に

取り組み、授業改善に努め、英語力を付けるための様々

な活動が工夫されている。 
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・「竜王町子ども英語スピーチ大会」は 13 回を迎え、

「ワールドツアーin 竜王・イングリッシュキャンプ」も

充実し、子どもや保護者の関心や意欲の高まりは継続の

力強さを感じる。関心意欲をよびおこしながら、さらに

環境整備を工夫していってほしい。 

・英語が得意という特別な人だけのものにしないで、垣根

を低くし、裾野を広げていき、竜王の規模ならではでき

る英語教育・オンリーワン、ナンバーワンをめざしてほ

しい。また、小学校での英語が好きという気持ちを中学

校でも持続・発展させていってほしい。 

(3) 豊かな心

・規範意識

を育む教育

の充実 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・町独自のいじめ・別室対応支援員の配置により、子ども

達を丁寧に見取り、いじめの未然防止・早期発見・組織

対応へとつなげているのは素晴らしい。 

・いじめ、生徒指導上の問題、不登校、虐待、性非行問題

など、学校では年々課題が山積している。担任だけ、学

校だけでは対応できないことも増えている。「報告・連絡・

相談」など生徒指導上の基本を徹底し、組織として子ど

も達の安心安全を守っている事は評価できる。 

・各学校では発達支持的生徒指導に努め、いじめ・不登校

を含めた山積する課題への対応に努力している。 

・道徳・人権教育など自己有用感を高める取組も推進され

ている。 

・いじめ未然防止の取組は高く評価できるが、子どもが何

気なくいじめのような行動に走る背景にも目を向けてい

きたい。 

・不登校は「数」で捉えるのではなく「個」で捉え、その

子の持つ背景から社会活動への参加を促していきたい。 

(4) 健やかな

体の育成と

体力の向上 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・竜王町の「むし歯０」の取組の歴史は長く、成果が続い

ている。 

・竜王町のフッ素洗口による「虫歯０」の継続はう歯率の

低さにつながっている。また、家庭への啓発も確立でき

ている。県下でもいち早く取組を始め、継続してきた成

果である。 

・幼児期から運動遊びができる環境が整備されていること

はとても大切な取組である。 

・国スポ・障スポの開催に合わせ、ボルダー体験の機会を

設けるなど、競技への関心を高めている。 

・国スポ後もボルダリングが定着する町にしたい。 

(5) 個に応じ

た特別支援

教育の充実 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・充実したサポート体制で個に応じた支援が適切に行われ

ている。 

・就学支援委員会を年３回開催し、校種間の切れ目のない

特別支援・保護者支援ができている。 

・町費による学習支援員や低学年支援員の配置等による特

別支援教育充実のための取組は評価できる。 

・今後も専門性を高める研修を続けてほしい。 

(6) 家庭・地

域との連携

・協働によ

る学校教育

Ｓ 

(Ｓ) 

・家庭・地域との連携・協働による推進ができている。 

・地域学校協働本部と連携し、各学校では実態に応じた取

組が推進され、地域の方の学校支援の輪が広がっている。 

・各校園とも地域学校協働活動の機能を活かし、その成果
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の推進 

 

(学校教育課) 

をあげている。 

・地域をあげて子どもたちの学びをサポートする体制は素

晴らしく、他の市町ではなかなか見られない組織となっ

ている。部活動の地域サポートも充実している。 

・こうした体制と「授業」の関わりを教職員がしっかり理

解していないと、地域の人たちに任せっきりで授業をし

たつもりになっていないか危惧される所である。 

・今後も各校園での情報発信や町ホームページ、広報を活

用して地域への周知に努めていってほしい。 

２ 心身の健やか

な成長を保証す

る就学前教育・

保育の推進 

 

(1) 認定こど

も園におけ

る指導の充

実 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・遊びの中で様々な体の動きを経験し、また、保護者にも

園の取組に関心を持ってもらえているのはよい。 

・こども園にも ALT が訪問し、英語体験教室を実施してい

るのは、町としての英語教育への熱意を感じる。 

・園へのALT訪問によるネイティブスピーカとのふれあい

体験活動など、独自の取組として評価できる。 

・幼少期から楽しんで外国語と触れ合う機会ができると小

学校でもそのまま継続した学びとして子どもたに入って

いくと思う。 

(2) 一人ひと

りの園児に

寄り添う教

育・保育の

充実 

 

(学校教育課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・教員への研修の機会が設けられていて、教員の資質向上

につながっている。 

・園や小の連携も図られ、子どもたちがスムーズに学校生

活に入るための配慮がされている。 

・研究保育・事例研究を重ね、教材研究に取り組んでいる

姿、教師の実践力向上をめざす姿は素晴らしい。 

・一人ひとりに寄り添い、家庭との連携・就学相談などを

充実していってほしい。 

(3) 子育て支

援の充実 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・園開放の日やちびっこの日の設定など、未就園児などへ

の配慮も行われている。 

・就園予定児を対象にした「ちびっ子の日」を年９回開催

し、延べ 123 人もの参加があったことは、保護者の期待

の高さがうかがわれ、入園後の生活がイメージでき、こ

ども園への理解につながる。地域の子育て支援のよい機

会となっている。 

・子ども園が地域の子育てセンター的な役割を担うことで

保護者の安心につながっている。 

・安心して子どもを遊ばせることができる場、親同士の交

流ができる場の充実が図られている。 

３ 安全安心で笑

顔があふれ、挨

拶がこだまする

学校・園経営 

(1) 教育施設

および教育

環境の計画

的な整備と

充実 

 

(学校教育課) 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・施設の老朽化への対策をされている。 

・老朽化に伴う対応等、きめ細かな対応がなされている。 

・令和８年度開校予定竜王小学校移転新築という大きな事

業とそれにかかる様々な整備をしっかりと進めていって

いただきたい。 

・教育施設の維持管理や老朽化対策は重要課題である。定

期的な安全点検と速やかな修繕が不可欠である。施設管

理者や職員にとっては内容や仕事が多岐に渡るが、安心

安全のために努めてほしい。 

・トイレの洋式化など、時代に応じた好ましい環境を整え

ていってほしい。 

(2) 通学路の Ａ ・自転車通学上の安全確保に努められている。役場前を通
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安全確保と

生命尊重に

かかる教育

の充実 

 

(学校教育課) 

(教育総務課) 

(Ｂ) る中学生の集団は、暑い中、ヘルメットをしっかりかぶ

り、信号に従いマナーよく進んでいる。日頃の取組が大

切です。 

・中学校における自転車通学上の安全確保について交通安

全教室を開催するなど、丁寧に進められている。 

・竜王町は子ども見守りに関係する諸団体が積極的に活動

されていて、子どもたちが安心して生活できる体制が

整っている。 

・交通安全・不審者情報・天候状況など配慮すべき点は多

いが、それぞれの観点で計画的に継続的に安全対策や指

導に取り組んでいる。 

・通学路の安全確保については各校園・PTA・スクールガー

ドなど多くの関係者が協力し、様々な取組がされている。

関係各課や警察、団体とも連携しながら、今後も対策を

講じていってほしい。 

・竜王小学校移転後の通学路についても整備を進めていっ

てほしい。 

(3) 食育の充

実と安全安

心で特色あ

る学校給食

の推進 

 

(学校給食セ

ンター) 

Ｓ 

(Ａ) 

・学校給食センターの適切な運営と施設維持管理に努めら

れている。 

・学校給食運営委員会を開催し、よりよい給食の提供に努

め、安全なアレルギー対応食の充実に努めている。 

・減塩献立、栄養値の高い給食、町の食材を用いた郷土食

や伝統の継承によるふるさと給食など、特色ある食の提

供がされていて評価できる。 

・いち早く給食費の無償化を実施され、保護者の負担軽減

になっている。 

・令和６年度からの小中学生の給食費無償化は子育て世帯

へ支援として評価できる。 

・事故なく、学校給食が安全に運営されていることは素晴

らしい。 

・安全安心な学校給食と食育の充実のための取組が適切に

行われている。 

(4) ふれあい

相談発達支

援センター

との連携に

よる相談・

支援の充実 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・教育支援ルーム「なないろ」の開設により、子ども達の

居場所づくりに努めている。今後もニーズに応じた支援

により発展させていってほしい。 

・教育支援ルーム「なないろ」の運営により、不登校児童

生徒への対応や家庭支援等、今後さらに期待できる。 

・「なないろ」を利用できる子が増えることが望まれる。 

・課題を抱えた子や課題のある家庭への支援は心強いが、

なかなかそこにつながれない家庭も多く、どう接触して

いくのかは難しい所である。 

・他課や高等学校との連携により、中学校卒業後の町内在

住の生徒や住民の支援が早期にできていくような取組と

組織づくりに期待する。 

・18 歳以降の子ども（成年）がつながれる場所が求められ

る所である。 
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４ 子どもの力

を引き出し伸ば

す教職員の指導

力と実践力の向

上 

(1) 教職員一

人ひとりの

教師力、学

校・園全体

の組織力の

向上 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・若手教員が急増する中で、教師力向上は喫緊の課題とな

っている。竜王町では臨時講師や町費の講師も含めて授

業力向上に取組、実践につなげている。 

・令和６年度「教師力・学校力アップ事業」において、人

権教育、授業改善、教育相談など様々な観点での研修が

計画的に重ねられているのは評価できる。 

・町独自の若手教員研修制度の導入等、教職員の力量形成

のための研修がきめ細かく行われている。 

(2) 資質向上

をめざす研

究・研修の

充実 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ｂ) 

・公開授業や自主公開アピール授業など、教員の積極的な

学びの場が保障されているが、こうしたことができるの

も、学校全体が落ち着いているためであり、従来からの

竜王教育の成果であると思う。 

・町独自の事業により教職員のモチベーションアップを図

り、自主公開アピール事業や優秀教職員表彰などにより、

資質向上や実践力向上に努めることができた。 

・教育研究推奨事業では個々の実践研究を奨励し、教員の

モチベーションを高める取組ができている。 

・教育研究を奨励する事業を通じて、各校園・教職員の研

究・修養への意欲が高まっている。 

(3) 業務改善

と働き方改

革の推進 

 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・働き方改革の一環として、多くのサポートが入ることで 

教師が子どもに向き合える時間が保障されている。 

・町独自で管理職支援・学校支援マネージャーとして退職

校長を任用するとともに、スクールサポートスタッフや

竜王中学校の部活動指導員等の配置など充実した支援が

見られる。 

・分散型リーダーシップ制の取組など、働き方やメンタル

ヘルスなどの教職員自身の意識改革も進められており評

価できる。 

・教員は「楽をする」ことが働き方改革ではないことが定

着してきているのではないか。 

５ 心豊かでた

くましい青少

年の健全育成 

(1) 青少年活

動の支援と

青少年の健

全育成 

 

(生涯学習課) 

Ａ 

(Ａ) 

・少年補導委員や青少年育成活動、子ども会関係の活動が

教育委員会と一体となって取り組まれていて機能してい

る。 

・「第 38 回少年の主張竜王町大会」については幅広い分野

で子ども達の率直な意見を多くの人が聞けるよい機会と

なった。また、大人としてのあり方を見つめ直すきっか

けとなり、広報誌でも広く住民に発信された。今後も望

ましい形で開催されていくことを期待する。 

・積極的に公民館の活動が行われている。 

・町内出身の大学生で構成されているNPO法人「Lullaby（

ララバイ）」の今後の活躍を見守りたい。 

・Lullaby（ララバイ）の今後が期待される。 

(2) 家庭の教

育力向上を

めざす取組

の充実 

 

(生涯学習課)

  

Ａ 

(Ａ) 

・竜王町教育フォーラム2024の開催は評価できる。 

・家庭の教育力向上をめざす取組が推進されている。 

・令和２年度から令和５年度までの「早寝早起き朝ごはん

運動」推進校事業により、各校園連携の中、家庭の教育

力を向上できたのは大いに評価できる。この事業により

今後もよりよい習慣が確立されていくことが望まれる。 

・町をあげての「早寝早起き朝ごはん」の推進は今後も継
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続し、子どもたちの生活に定着することを願っている。

スマホの危険性についての啓発も根気強く継続されるこ

とが望まれる。 

・子育てサロンや図書館のふらっとスペースも少しずつ利

用者が広がっているので今後が楽しみである。 

６ 人生100年時

代、全ての人が

主人公を演じる

生涯学習の推進 

(1) 地域学校

協働本部と

学校運営協

議会の連携

による人材

育成と未来

の学校づく

り・地域づ

くり 

 

(公民館) 

Ａ 

(Ｓ) 

・地域学校協働活動推進事業は竜王町の特色ある取組とし

て大きな成果をあげている。 

・地域学校協働本部体制は他市町にない仕組みであり、ボ

ランティアとの交流、また、ボランティアにとっては生

きがいの創出にもなり、WIN-WIN の関係性の中で、町づ

くりの理念にもつながっている。 

・文化歴史に触れる地域学習のためのフィールドワークや

学校支援など、これまでに培った充実した組織と価値あ

る活動が継続している。 

・地域学校協働本部体制により各学校園の学校運営協議会

が活性化している。高く評価できる。 

・今後も竜王らしいオンリーワンの取組を工夫していって

ほしい。 

・ 「未来の学校づくり」に向かうために、学校の授業づく

り、特に課題解決学習に活かされるよう、授業の中にど

のように入ってもらえるのかも考えていけると面白いの

ではないか。 

(2) 第２期公

民館基本計

画に基づく

取組の促進 

 

(公民館) 

Ａ 

(Ａ) 

・新たなスローガンを設定し、今後令和16年度までの具体

的な数値目標を掲げ、意欲的に進められている。 

・様々な事業は竜王らしい事業であり、定着しているもの

も多い。今後の継続・発展を期待する。 

・公民館において魅力的な取組が行われており充実してい

る。 

・竜王町公民館はいつも生きいきと動いている感じがす

る。利用者も多く、学んでいる人も多い。今後より多く

の人が来館できるようになると町の中核として機能する

ように思われる。 

(3) 誰もが利

用したくな

る魅力ある

図書館づく

り 

 

(図書館) 

Ａ 

(Ａ) 

・「第３期竜王町図書館基本計画」に基づき、住民に必要な

資料を提供し、個人貸出冊数も良好である。 

・ 展示コーナーやライブラリーコンサート、住民へのレ

ファレンス、学校との連携など、まさに地域に開かれた

図書館であり、素晴らしい。 

・利用者数、図書の貸出冊数も多く、地域に親しまれる図

書館になっている。 

・小学校での団体貸出、中学生などの居場所事業としての

取組等も評価できる。 

・いつもいろいろな工夫がされていて、利用者も幼児連れ

の保護者から老人世代まで幅広いように見受ける。こう

した取組を継続されることを期待する。 

・様々な事業に取り組まれており、継続しながら、さらに

工夫をしていってほしい。 
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(4) 社会教育

関係団体支

援と人材・

指導者の育

成 

 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ａ) 

・地域に根ざした若者の活動拠点・町青年団活動拠点につ

いては、居場所確保に努めていただいており、社会貢献

活動などに取り組んで貰っている。 

・団員数の増加は難しいものの、存続自体が貴重である。

それを支えている町の取組にも敬意を表する。 

・社会教育関係団体の会員減少はどの自治体でも同じよう

な傾向にある。長年の活動をそのまま継続することは難

しいが、新しい発想で新たな取組を始めると意外と人は

集まってくる。竜王町はここ２～３年の間にそうした動

きの芽が出てきているように感じ、今後の動きが注目さ

れる。 

７ 文化芸術の

振興と文化財保

護・活用の充実 

(1) 文化芸術

活動の奨励

と振興 

 

(公民館) 

Ａ 

(Ｓ) 

・毎月工夫を凝らした展示がされていて来館者を楽しませ

ている。 

・アートギャラリー・ジュニアアートギャラリーが約２ヶ

月間開催され、おひなさん展やカルタ原画展など様々な

展示が工夫されている。 

・交竜ステージでも文化芸術活動が進められ、町民の意欲

関心を高めることができた。 

・様々な文化芸術活動が展開されていることは評価でき

る。 

・交竜フロアでのミニコンサートなど、今後の取組を期待

している。 

(2) 文化財保

存活動の推

進 

 

(生涯学習課) 

Ａ 

(Ａ) 

・文化財の宝庫でもある竜王町の取組に敬意を表する。 

・文化財保存活動について適切に取り組んでいる。 

・多くの文化財の保存活動を計画的に行ない、費用を助成

したり、環境整備をしたりして守っておられることが理

解できた。広報活動などを通して町民の誇りとなるよう、

一層啓発していってほしい。 

(3) 地域の歴

史に親しむ

機会の創出 

 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・地域の歴史文化を学び、町に親しみや誇りや愛着を持つ

ことは、町民全体の自己肯定感を高めることにもつなが

る。 

・眠っている教材を掘り起こし、魅力ある教材とし、子ど

も達や町民の方々への学ぶ機会として多く提供していっ

てほしい。 

・町民憲章にある「二つの山なみ」が特徴づける竜王町の

自然や歴史について、子どもたちや転入されてきた世帯

の皆さんにもっと触れてもらえる機会が増えればと願っ

ている。 

８ 明るく住み

よいまちづくり

をめざす人権教

育の推進 

(1) 人権尊重

のまちづく

りの推進 

 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・人権教育を担う主管課として他課とも連携し、地域・企

業・各種団体等多くの方々を対象として、広く人権を尊

重する学習の機会が提供できたことはよい。 

・人権尊重のまちづくりのため、各方面に広く学習機会を

提供している。 

・人権という言葉だけが一人歩きし、なかなか自分の物に

なっていないのが現状で、人権啓発基本方針を気長に発

信し続ける必要を感じる。 

(2) 学校・家

庭・地域・

行政の連携

Ａ 

(Ａ) 

・人権教育推進協議会の事務局として協議会の円滑な運営

に努められた。 

・自治会と協力し、地区別懇談会・男女共同参画集会など
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による人権

教育の推進 

 

(生涯学習課) 

積極的に開催できたのは評価できる。 

・継続した人権教育の取組がなされている。 

・啓発冊子「しあわせはみんなのねがい」には人権教育推

進への思いが詰まってあり、全町民に手に取って見ても

らえる工夫が必要である。 

・どの市町も人権について考える必要性は分かっているつ

もりが、なかなか身についていかないのが現状。機会あ

るごとに発信を続けてほしい。 

(3) 人権意識

の高揚に向

けた教育・

啓発の推進 

 

(生涯学習課) 

Ａ 

(Ａ) 

・昨年の「じんけんを考えるみんなのつどい」の一人芝居

は大変良かった。会場も防災センターの方がより身近で

迫力が感じられた。 

・他市町や先進地の取組に学び、本町に適した人権教育・

啓発の内容を高めるために尽力できている。 

・人権教育およびその啓発について、先進地の取組に学

び、取り組んでいる。 

・じんけんを考えるみんなのつどい、人権啓発セミナーな

ど、工夫した取組により参加者も増加している。 

９ 「する・み

る・ささえる」

豊かなスポーツ

ライフの推進 

 

 

 

(1) 町民の健

康・体力向

上に向けた

スポーツ活

動の推進 

 

(生涯学習課) 

Ａ 

(Ｂ) 

・健康志向から盛り上がりが見られる。 

・６年ぶりに「第 50 回記念町民運動会・ドラゴンピック」

を開催し、多くの住民に参加していただいたことは大変

喜ばしい。幅広い年齢層の町民のレクレーション・健康

づくりの場が持て、大成功といえる。 

・６年ぶりに町民運動会が開催されたことは素晴らしい。 

・ドラゴンピックが観るスポーツの観点も取り入れ、参加

延べ人数が2,000人になったのは竜王町の持つ強みだと

思う。これからも無理なく楽しめるスポーツを企画して

もらえれば気軽に参加する人も増えるのではないか。 

・スポーツに親しむ機会が提供されている。 

・より一層のスポーツ推進に向けた機会の提供を期待す

る。 

・スポーツ活動における２極化などの課題も克服された

い。 

(2) 健康増進

につながる

運動習慣定

着に向けた

取組の充実 

 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・ラジオ体操やウォーキング＋イベントなど、身近にでき

る運動の普及に努め、運動習慣定着に向けた取組が着々

とできている。 

・どこかにわざわざ集まって歩くのも楽しいが、歩数に合

わせて“景品”がもらえるような取組や万歩計の貸出な

ども面白いのではないか。 

(3) 第79回国

民スポーツ

大会に向け

た準備 

 

(生涯学習課) 

Ａ 

(Ａ) 

・滋賀国スポ障スポにおけるスポーツクライミング競技の

開催町として積極的に情報活動・啓発活動を行ない、ボ

ルダリングの町を PR できた。 

・小中学生対象の体験イベントを実施するなど、スポーツ

クライミングが町のシンボルスポーツとなるよう積極的

に取り組んでいる。 

・小学３年生から６年生までの全ての児童にボルダー体験

会を実施されたのは素晴らしい。 

・小学生、中学生、ドラゴンピックでの住民全体にも普及

啓発活動に努め、機運醸成に努めることができた。 
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・大きな大会の準備等ごくろうさまでした。大会の成功を

祈っている。 

(4) スポーツ

クライミン

グの選手育

成とドラゴ

ンボルダリ

ングジムの

活用 

 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・地元選出のスポーツクライミング育成が計画的に実施で

きている。 

・施設の PR や広報活動もしっかり進められ、普及啓発に努

められている。 

・せっかくの大きな施設。スポーツクライミングの町竜王

になるよう継続的な活用が望まれる。 

(5) 第２期竜

王町スポー

ツ推進計画

の具現化 

 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ｂ) 

・町民一人一人のスポーツに親しむ機会の提供に努められ

ている。 

・「みる」「ささえる」ことを通してスポーツへの関心を一

層高めていってほしい。 

・竜王町は河川敷や運動公園など気軽に運動できる場が多

くある。みんなが集まってするスポーツの他、個人が身

近な場所でできるスポーツも普及させたい。 
 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度の事務点検・評価を踏まえた

令和７年度下半期および令和８年度重点

改善項目と主な改善点 
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教育委員会の活動 

項 目 小項目 評価 改善点 

４ 教育委員会

と首長との連

携 

(6) 総合教育

会議の開催 

(教育総務課) 

Ｂ 

(Ａ) 

・会議のテーマや議題を事前に洗い出し、年間を通じてど

のような内容の会議をいつ開催するのか具体的な年間

開催計画を年度当初に作成する。 

 

教育委員会が管理執行を教育長に委任する事務 

（教育行政基本方針の重点目標、重点施策に基づく事務） 

項 目 小項目 評価 改善点 

１ たくましく生

き抜く力を育む

小中学校教育の

推進 

(2) 社会の変

化を見据え

た新しい学

びの推進 

(学校教育課) 

Ａ 

(Ａ) 

・令和７年度下半期には、小中学校の英語授業を公開し小

中の教員が研究会を持つ。町全体の児童生徒の英語力の

状況と取組、小中各段階での付けたい力について協議を

行い、小中連携の強化を図る。 

・令和７年度下半期には、令和８年度に向け英語力向上に

向けた取組について協議していく。特に、英検に対する

取り組み方については、生徒の意欲向上、全生徒の英語

力向上の観点から検討する。 

・令和８年度には、「学力・生きる力・学びに向かう力の向

上」をテーマに園小中連携会議を持つ方向で進める。英

語教育だけに限らず、園と小、小と中での違いに視点を

おいて教員が意見を交流できる場を持つことで連携強化

を図る。 

・令和７年度下半期には、ICTを活用した家庭学習の充実を

図る。 

・令和７年度下半期には、学力調査の結果分析とともに家

庭の教育力向上に向け保護者への啓発を行う。 

５ 心豊かでたく

ましい青少年の

健全育成 

(1) 青少年活

動の支援と

青少年の健

全育成 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ａ) 

・各種団体が行う青少年の健全育成活動については、停滞

することなく連携を図りながら進める。 

・町内の大学生で構成されているＮＰＯ法人「Lullaby（ラ

ラバイ）」 については、「若者の地域貢献」を掲げてお

り、その切り口として、子どもたちへのアプローチに焦

点を当てて活動いただいている。令和７年度下半期には

当該ＮＰＯ法人と意見交換会を開催し、今後の活動等に

ついて情報交換を行いつつ、持続可能な組織として発展

されるよう関係の構築に努め、支援・応援方法等につい

て考えていく。 

(2) 家庭の教

育力向上を

めざす取組

の充実 

Ｂ 

(Ａ) 

・規則正しい生活習慣の定着、スマートフォン依存の脱却 

をめざし、こども園、各小中学校と連携し、スマホ・

ケータイ教室、防災行政無線での啓発等の取組を継続す

るとともにその取組を竜王町ホームページへ掲載するな

令和７年度の事務点検・評価を踏まえた 

令和７年度下半期および令和８年度重点 

改善項目と主な改善点 
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(生涯学習課) ど周知に努める。 

・家庭学習の充実を図るため、小中学校で実践している読

書活動や家庭学習がんばり習慣の取組について、学校・

ＰＴＡ等と連携を図りその充実につなげられるよう取り

組んでいく。 

・令和７年度の教育フォーラムについては、「夢と志プロ

ジェクト」に位置づけ、子どもたちや関係者の意見を踏

まえ、「夢」を持ち、目標に向かって努力することの大切

さを呼びかける内容で開催する。 次年度以降の教育

フォーラムについても、町の子どもたちの課題や子ども

たちの興味・関心につながる内容となるよう関係機関、

団体と連携を密にしながら検討を進める。 

６ 人生100年時

代、全ての人が

主人公を演じる

生涯学習の推進 

(1) 地域学校

協働本部と

学校運営協

議会の連携

による人材

育成と未来

の学校づく

り・地域づ

くり 

(公民館) 

Ａ 

(Ｓ) 

・公民館に設置されている地域学校協働本部については、

今後公民館からコミセンへの移行を踏まえ、４名の推進

員と各校園の運営協議会との関係をこれまで以上に太く

していく必要がある。４校園の運営協議会に４名の推進

員が担当を振り分けて所属し、それぞれのニーズや特色

に合わせた運営協議会事業に対する教育活動への効果的

な支援が展開できるような体制を構築していく。また、

公民館講座とも連動させながら、文化協会登録の自主活

動サークルへの声掛けを含め、地域学校協働活動に参画

してもらえる人材の育成と広がりにも努める。 

(4) 社会教育

関係団体支

援と人材・

指導者の育

成 

(生涯学習課) 

Ｂ 

(Ａ) 

・青年団については、３名の団員で活動を行っている状況

である。このことから、社会教育指導員を中心に青年団

のＯＢ・ＯＧにも協力を依頼しつつ事業の継続、団員確

保に努める。また、社会教育指導員や滋賀県青年団体連

合会をはじめとする関係団体との連携のもと、全国的に

顕著な活動を行っている青年団体の組織体制や運営方

法について情報収集を行い、本町における青年団活動の

活性化に向けた調査研究を進める。また、生涯学習課社

会教育指導担当として、ＮＰＯ法人「Lullaby（ララバ

イ）」との連携の在り方や協力体制についての橋渡しを

していく。 

・人口減少、社会情勢の変化に伴い社会教育関係団体の課

題が顕著化してきている。このことからも、令和８年度

当初予算編成時にそれぞれの団体へのヒアリングを行

い、課題の洗出しを行って、支援の方向性を具体的に検

討する。 

 

 

 

 



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年間の総括（令和２年度～令和６年度）と

総括を踏まえた今後の重点取組事項 10 
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竜王町教育委員会の権限に属する事務の管理および執行状況の点検および評

価にかかる５年間の総括（令和２年度～令和６年度）と総括を踏まえた今後

の重点取組事項 10 について 

 

 令和６年度事業の評価を終え、令和６年度を含めて過去５年間の評価報告書をもとに、

この５年間の主な成果と課題を以下に整理する。 

 

Ⅰ 教育委員会の活動について 

２ 教育委員会の会議の公開、保護者や地域住民への情報発信 

・ 小中学校の教科書採択にかかる会議には、必ず傍聴者があるものの、通常の 会議

には傍聴者はなかった。「開かれた教育委員会」にしていくために、ホームページ

等を通じて、会議の開催日時や会議結果を迅速に公表していく必要がある。 

 

４ 教育委員会と首長との連携 

・ 過去５年、首長主催の総合教育会議を毎年３回開催してきた。５年前以前は３回の

会議のテーマをその都度設定していたが、ここ数年は、１年間を通すテーマを設定

し、各回テーマに沿った議題を決め、会議を開催してきたことにより、テーマをも

とにした協議を深めることができている。今後は、年間テーマの設定を工夫してい

く必要がある。 

 

６ 学校および教育施設に対する支援・条件整備 

・ 過去５年間、学期ごとに各校園の訪問を計画し、校園の体制や子どもの状況把握に

努めるとともに、校園管理職等との意見交換の場を持ってきた。令和５年度、令和

６年度少しずつ手法を変更し、学校園、委員の負担軽減にも努め、持続可能な訪問

体制が整備できてきた。この形で今後続けていきたい。 

 

Ⅱ 教育委員会が管理・執行する事務 

１ 教育行政の運営に関する基本方針を定めること。（教育大綱を定めること。） 

・ 教育大綱に代わるものとして、毎年度末約２カ月をかけて次年度の「竜王町教育行

政基本方針」を策定してきた。策定を通じて、当該年度の成果と課題を整理するこ
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とができ、次年度の方針や方向性を明確にすることができた。出来上がった基本方

針のより効果的な活用については、今後検討していく必要がある。 

 

Ⅲ 教育委員会が管理執行を教育長に委任する事務 

１ たくましく生き抜く力を育む小中学校教育の推進 

(1) 確かな学力を育む教育の充実 

・ 平成 31 年１月より町内両小学校全学年で取組を始め、７年目を迎えている徹底反

復学習「竜王チャレンジタイム」は、「信じて、本気で、一枚岩になって続ける」

ことを合言葉に取り組み、両校で着実に定着している。特に、漢字力、計算力に大

きな成果が出ているとともに、個々の児童の集中力が高まり、「人の話をしっかり

と聴く」態度が育ってきている。今後は、子どもたちや教職員のモチベーション維

持向上のために、取組のアップデートと適時適切なエビデンスの提示が重要であ

る。この取組に呼応したこども園における「トン・ペタ・ピン」の取組や中学校に

おける「立腰」の取組の充実にも注力していく必要がある。 

 

(2) 社会の変化を見据えた新しい学びの推進 

・ 英語教育については、約 15 年前から国や県の指定研究に取り組んだり、英語教育

特区を受けたりするなどして、先駆的な実践に取り組んできたことにより、特に小

学校における英語教育については、その成果が着実に出ている。また、こども園の

園児を対象にした「英語であそぼう」の取組も定着してきており、園児は月 1 回の

「英語であそぼう」の時間をとても楽しみにしている。 

・ 中学生の英語については、４技能（読む、書く、聞く、話す力）を着実に伸ばす授

業改善や生徒が英語に対する興味関心を深める取組（例えばオンライン英会話や

ＡＬＴによる個別指導、英語スピーチ大会）に教育委員会と学校が一層工夫して取

り組む必要がある。 

・ この５年間年々成果が上がってきた「英語スピーチ大会」と「ワールドツアー in 

竜王（イングリッシュキャンプ）については、引き続き参加者の裾野を広げる工夫

に注力して継続していく必要がある。 

・ GIGA スクール構想の具現化をめざす一人１台端末の活用については、授業等で教

職員も児童生徒も使えるようにはなってきたが、個別最適な学びのツールとして、
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また、協働的な学びに有効に役立てるところまでには至っていない。更なる活用に

対する研修や研究、実践を深めていく必要がある。 

 

(3) 豊かな心・規範意識を育む教育の充実 

・ いじめの認知件数については、この５年間、年度により増減はあるものの、重大事

案に至るようないじめ問題は発生していない。町独自のいじめ・別室対応支援員や

学習支援員、低学年支援員等の配置によりいじめの未然防止と一人ひとりの児童

生徒を丁寧に見とる取組が奏功している。 

・ 竜王の子どもたちのスマホを始めとするスクリーンタイムが長いことが数年来の

課題となっており、教育委員会と学校園が連携し教育フォーラムのテーマに取り

上げたり、スマホ教室を開いたりするなどして指導、啓発に努めてきたことにより

一定の成果は見られるが、大きな進展は見られない。PTA、家庭等と連携した粘り

強い啓発、指導が引き続き重要である。 

・ 「自分の将来に夢を持つ」「高みをめざして頑張る」ことについては、全国学力学

習状況調査等において数年来の課題になっていたことから、令和６年度は、教育委

員会と中学校が連携して、「夢と志プロジェクト」と題した取組を実施した。竜王

中学校を卒業した年齢の近い２人の先輩から、自分の夢や夢に向かって努力して

きたこと、更なる高みをめざして頑張っていきたいことなどについて具体的に話

してもらった。中学校 1 年生の生徒は終始聞き入っていた。このような取組を小学

校中学年ぐらいから継続して取り組めるように町内小学校、中学校と協働して進

めていきたい。 

 

(4) 健やかな体の育成と体力の向上 

・ 竜王町国民健康保険診療所（歯科）の指導、協力により長年フッ素先口に町を挙げ

て取り組んできたことにより、町内の子どもたちのう歯率は極めて低く、健康な歯

を維持している子どもが多く、引き続き町全体の取組としていくとともに、歯肉炎

防止のためにも歯磨きの励行について指導を重ねていく必要がある。 

 

(6) 家庭・地域との連携・協働による学校教育の推進 

・ 町内のこども園小中学校がコミュニティスクールとして動き出して約 10 年、どの
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校園も学校（園）運営協議会が地域とともに歩む学校（園）をめざして、熟議を重

ねたり、積極的に活動されたりしており、組織として学校（園）にしっかりと位置

づいてきている。また、公民館に本部を置く地域学校協働本部との連携により、地

域から学校へ、また、学校から地域への双方向の活動も拡がりを見せている。地域

学校協働本部と学校運営協議会の協働連携による各校園に応じたオリジナルな取

組は、県内外からも注目を集めており、ここ数年視察訪問を受ける機会が増えてい

る。竜王ならではの取組として、更なる発展をめざし、学校園と教育委員会、地域、

保護者と一層連携を深めていきたい。 

 

２ 心身の健やかな成長を保証する就学前教育・保育の推進 

(3) 子育て支援の充実 

・ 竜王幼稚園と竜王西幼稚園を一つにして幼稚園型認定こども園、新竜王こども園

として出発して４年目を迎えている。年々長時間保育のニーズが高まる中、竜王こ

ども園では、早朝から登園する子も夕刻６時近くまで在園する子も受けており、こ

れまでの幼稚園ではできなかった長時間保育に対応し、子育て支援に寄与してい

るところであるが、今のところ、０歳児から２歳児を受け入れる体制とはなってい

ない。今後、新こども園を考えていく時には、０歳児から２歳児も受け入れられる

幼保連携型認定こども園の在り方について具体に検討を進めていく必要がある。 

 

３ 安全安心で笑顔があふれ、挨拶がこだまする学校・園経営 

(1) 教育施設および教育環境の計画的な整備と充実 

・ 児童、保護者、教職員、学校運営協議会、地域住民の十数年にわたる積年の願いで

あった竜王小学校の建て替えを現実のものとすることができ、いよいよ令和８年

２学期に新小学校を開校することができるところまで進んだ。今後は、備品配備、

引っ越し、新通学路の確定と通学バスの運行経路設定等にスピード感を持って取

り組んでいかなくてはならない。 

・ 竜王西小学校、竜王中学校のトイレ改修、竜王西小学校、竜王中学校の体育館空調

設備について、計画的に取り組んでいけるよう財政計画も含めて庁内協議を都度

深めていかなくてはならない。 
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(2) 通学路の安全確保と生命尊重にかかる教育の充実 

・ 児童生徒の交通事故については、ここ数年大きな事故は発生していないが、軽微な

事故、特に自転車通学上の事故は少なくない。年間を通して児童生徒への交通安全

指導を継続していかなくてはならない。 

・ 通学における交通安全対策とともに、近年の夏場にける猛暑、酷暑による熱中症対

策については、重要な課題となってきている。特に小学生の下校時における対応、

対策について検討を進めていく必要がある。 

 

(3) 食育の充実と安全安心で特色ある学校給食の推進 

・ 平成 15 年度から 20 年以上続けている炊飯ジャーを各教室へ運び入れての炊き立

てあったかご飯の提供は、竜王ならではの取組、竜王だからこそできる取組として

子どもたち、保護者から極めて高い評価を受けていることも含めて、今後もしっか

りと継続していかなくてはならない。 

・ 令和６年度から小中学生の給食費の無償化を実施できたことは、子育て世帯の経

済的支援に大いに寄与することができている。 

・ 老朽化が進んでいる現在の学校給食センターについては、令和 10 年度中に完成し

備品搬入、試運転を終え、令和 11 年度から稼働できるよう計画的に進めていかな

くてはならない。 

 

４ 子どもの力を引き出し伸ばす教職員の指導力と実践力の向上 

(2) 資質向上をめざす研究・研修の充実 

・ 平成 29 年度に立ち上げた竜王独自の取組である「学校園自主公開アピール事業」

については、毎年町内校園より自主的な応募があり、校（園）内での研究を深める

取組が活性化している。特に、竜王小学校では４年連続、竜王中学校では３年連続

しての取組となっており、着実に成果が上がっている。今後も教育委員会としてし

っかりと下支えしていきたい。 

 

５ 心豊かでたくましい青少年の健全育成 

(1) 青少年活動の支援と青少年の健全育成 

・ 令和６年度に設立された町内大学生を主に組織されている NPO 法人「Lullaby（ラ
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ラバイ）」については、若者の地域貢献をテーマに活動を拡げられており、今後の

発展に期待したいところであり、町としてどのように支援、応援していくか考えて

いきたい。 

 

(2) 家庭の教育力向上をめざす取組の充実 

・ 令和２年度から４年間国の「早寝早起き朝ごはん」推進校事業に取り組んだり、教

育フォーラムのテーマに規則正しい生活習慣やスマホ使用時間縮減の重要性、家

庭でのスマホ習慣の改善、家庭学習や家庭での読書の大切さを取り上げたりしな

がら、家庭の教育力向上をめざす啓発や取組を進めてきた。こうした数年来の取組

により、生活習慣を見直したり、スマホの扱いについて家族で話し合ったりする家

庭も増えてはきたが、大きな進歩は見られていない。学校から帰ってからの時間の

有効な使い方、スマホ使用時間の縮減、家庭学習時間の確保、親子読書、家庭読書

の継続等について、学校、PTA、家庭、教育委員会が一層連携を密にして、実効性

のある取組を創出し、粘り強く取り組んでいく必要がある。 

 

６ 人生 100 年時代、全ての人が主人公を演じる生涯学習の推進 

(1) 地域学校協働本部と学校運営協議会の連携による人材育成と未来の学校づくり・

地域づくり 

・ 竜王町公民館を拠点として町内学校園にボランティアを派遣するという竜王独自

の学校応援団体制からスタートして十数年、今では地域学校協働本部として位置

付け、学校園運営協議会と連携して校園の独自性を生かした様々な活動が展開さ

れている。この先駆的な仕組みは文部科学省からも注目されている。今後は、地域

学校協働本部と学校運営協議会の協働による地域をフィールドにした活動が一層

展開されるためにも、地域人材の育成、地域ボランティアの発掘等に積極的に取り

組んでいかなくてはならない。 

 

(2) 第２期公民館基本計画に基づく取組の推進 

・ 町内唯一の町立の公民館である竜王町公民館は、町の生涯学習や社会教育の拠点

として、長年町民はもとより町外の利用者からも親しまれてきており、人づくり、

地域づくりにつながっている。この竜王ならではの公民館を今後も継続発展させ
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ていくことが、竜王町の生涯学習、社会教育を力強く推進していくことになること

を踏まえ、公民館機能を兼ね備えた新しいコミュニティセンターの構想について、

文化協会等とも連携しながら全庁体勢で練っていく必要がある。また、地域学校協

働活動の推進役や地域の中での生涯学習、社会教育の推進役として活動、活躍して

もらえる人材を積極的に育成、発掘していかなくてはならない。 

 

(3) 誰もが利用したくなる魅力ある図書館づくり 

・ 令和７年開館 25 周年を迎えた竜王町立図書館は、本の貸し出しやレファレンスサ

ービス、図書館展示の他、学校園、地域への出前貸し出しや出前おはなし会、ブッ

クトーク、おひざでだっこのおはなし会やブックスタート事業を実施し、乳幼児か

ら高齢者までの読書活動に寄与している。また、中学生等の居場所づくり事業や来

館時託児サービス事業、ライブラリーコンサート等にも取り組み、来館者の裾野拡

大にも努めているところであり、竜王町立図書館ならではの取組が拡がってきて

いる。今後は、第４次子ども読書活動推進計画に基づき、子どもの読書充実に図書

館が一層関与できるような体制や仕組みを考えていきたい。 

 

(4) 社会教育関係団体支援と人材・指導者の育成 

・ 歴史と伝統に支えられた竜王町青年団は、団員数の減少に歯止めがかからず、組織

存続が危ぶまれる状況となっていることから、町としても活動場所の確保や活動

費補助、活動にかかるアドバイス等に努めているところではあるが、団員増にはつ

ながっていない。しかしながら、数名の熱心な団員が何か自分たちでやれることは

ないかと模索し、具体化しようと取り組んでいることもあることから、彼らの取組

の後方支援に努めるとともに、学生任意団体「Lullaby（ララバイ）」との交流の橋

渡しなどにも関与していきたい。 

 

７ 文化芸術の振興と文化財保護・活用の充実 

(2) 文化財保存活動の推進 

・ 竜王町文化財保護審議会において着実に取り組むようアドバイスをいただいてい

る（仮称）竜王町文化財保存活用地域計画の策定については、令和７年度中に計画

策定のスケジュールと盛り込む内容を固め、令和８年度から３年計画で着実に取
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り組んでいかなくてはならない。 

 

８ 明るく住みよいまちづくりをめざす人権教育の推進 

(2) 学校・家庭・地域・行政の連携による人権教育の推進 

・ コロナ禍で、集まることが難しかった時期の地区別懇談会や人権啓発セミナー、じ

んけんを考えるみんなのつどいは、参加者が低迷していたが、コロナ感染症が５類

に位置付けられてからは、徐々に参加者も増え、コロナ禍前の状況まで戻ってきた。

今後は、参加者の裾野を拡げたり、初めての参加者や若い世代の参加者を増やした

りしながら、人権文化の拡がりとすべての町民が大切にされる風土を築いていけ

るよう取組を進めていきたい。 

 

９ 「する・みる・ささえる」豊かなスポーツライフの推進 

(2) 健康増進につながる運動習慣定着に向けた取組の充実 

・ 健康増進につながる運動習慣の定着に向けた啓発や働きかけは生涯学習課、健康

推進課が連携して、様々な機会を通じて行ってきており、興味関心のある町民は積

極的に取り組まれているものの、世代を超えた多くの町民の取組までには拡がっ

ていない。健康長寿の秘訣につながるような運動習慣のあり様を啓発するととも

に、身近な運動としてのウォーキング、ラジオ体操、ニュースポーツ等への関心が

高まるよう、スポーツ推進委員、スポーツ協会との連携を一層密にしながら取り組

んでいきたい。 

 

(3) 第 79 回国民スポーツ大会に向けた準備 

・ 約 10 年間、協議、検討、諸準備を進めてきた国民スポーツ大会スポーツクライミ

ング競技の開催は、いよいよ令和７年 10 月３日から５日に迫ってきた。竜王町と

して初めての競技開催であり、選手には最高のパフォーマンスを発揮してもらえ

るよう、また、多くの来町者には竜王に来てよかったと思ってもらえるよう、さら

に町民には竜王で開催してよかった、身近で一流選手の競技を見ることができた

と喜んでもらえる大会となるよう、最後の詰めをしっかりとしていきたい。また、

大会のレガシーとして、スポーツクライミングボルダーの町として県内外へ発信

し続けられるようドラゴンボルダリングジムを有効に活用していかなくてはなら
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ない。そのためにも、指定管理受託者である竜王町地域振興事業団との連携を密に

し、アイデアを創出し具体な取組を継続していきたい。 

 

前述の５年間の総括を踏まえて、以下の１０項目について、今後一層注力していく。 

 

①  教育委員学校園訪問は、年間を通じた学校園との密接な関係づくり

のためにも、竜王ならではの取組として訪問の仕方等を工夫しながら

継続していく。 

 

②  児童の生きて働く基礎学力、集中力、傾聴力に着実な成果が見られる

竜王版徹底反復学習（竜王チャレンジタイム）については、これからも

「（この取組の成果と児童の伸びを）信じて、（児童も教師も）本気で、

（学校と教育委員会が）一枚岩になって（粘り強く）続けていけるよう」

エビデンスの提示と取り組み方のアップデートに努めていく。 

 

③  竜王の英語教育の更なる進展をめざし、小中連携の強化と「幼小中系

統的英語教育推進事業」の充実に努めるとともに、一人１台端末の有効

活用について、個別最適な学びのツールとして、また、協働的な学びに

一層役立てるために活用に対する研修や研究、実践を計画的に積み重

ねていく。 

 

④  自分の将来に夢を持つ、より高みをめざそうとする子どもを町を挙

げて育んでいけるよう、様々な機会に様々な関係団体と連携して「夢と

志プロジェクト」事業に取り組んでいく。 

 

⑤  新竜王小学校の開校に向けて教育委員会と学校、保護者、地域が協働

して全力で取り組んでいく。また、新学校給食センターの建設計画を

着々と進めるとともに、健康推進課と連携して新こども園のあり様を

計画的に検討していく。 
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⑥  児童生徒の家庭学習の充実と保護者の子どもへの指導やアドバイス、

家族ぐるみでのスマホ等の使用時間の縮減を含めた家庭での時間の使

い方について、教育委員会、学校園、PTA、関係団体が一丸となって粘

り強く取組を進めていく。 

 

⑦  拡がりと充実度が増してきた地域学校協働本部と学校運営協議会の

連携による地域とともに歩む学校園づくりに一層注力していく。その

ためにも、人材育成にしっかりと取り組んでいく。 

 

⑧  竜王ならではの公民館、図書館の存在感が一層示せるよう、公民館機

能を持つコミュニティセンター、図書館のこれからのカタチを機会あ

るごとに協議し、具体的な取組に結び付けていく。 

 

⑨  地区別懇談会、じんけん学びあいセミナーやスポーツイベント、身近

なスポーツ等への参加者の裾野拡大に粘り強く取り組んでいく。 

 

⑩  青年団を始めとする町内社会教育関係団体の現状把握に努め、後方

支援のあり方を検討しながら、しっかりと支援や協力をしていく。 

 

 


